ムーバ P シリーズデータリンクソフト verl.l 



♦ この説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。そのあと大切に保存し、必要なとさお読みください。 


• 「ムーバ P シ U —ズデータ U ンクソフト」は、政下の動作環境でご使用ください。 

-パソコン： Pentium ⑥攻上のプ□セッサを搭載し、下記の日 S が稼働するパーソナルコンピュータ （ PC / AT 互換機のみ） 
•OS : Microsoft ® Windows ⑩日8 , Windows Me , Windows 2000 Professional , Windows XP 

Professional / Home Edition (じ(下 、 Windows XP とします） 

(上記すべてについては、政下、 Windows とします） 

• モ U :日 4 M 目於上を推奨 （Windows XP は] 28 MB 於上を推奨） 

-八ードディスク：空を容量1巳 M 目上 

-ディスプレイ： 800 X 目00ドット日已.巳36色！;表示巧能なをの 
-マルチメディア機能：着信音編集時のテスト再生には MIDI 再生機能が必要です。 

V_ J 


参 Microsoft 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

参 Microsoft Windows の正式名称は Microsoft Windows 日 peratin 呂 System です。 

♦ Pentium は、米国および他の国におけるインテルコーポレーションおよびテ会社の登録商標または商標です。 

• Adobe . Acrobat は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 
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r ムーバ ‘ p シリーズデータリンクソフト」のご使用にあたって 


♦ 「ムーバ P シ U —ズデータリンクソフト」（じ(下、「データ U ンクソフト」とします）をご使用になる前に取扱説明書をよくお読み 
ください。 

♦ お客様ご自身でムーバ本体（政下、本体とします）およびパソコンに登録された情報内容は、バックアップをとるか、別にモ 
をとるなどして保管してくださるようお願いします。万一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、弊社として 
は責任を負いかねますのであ6かじめご了承ください。 

♦ データ U ンクケーブル（別売）または US 目データ U ンクケーブル（別売）ケーブルとします）を使用して、本体とパソ 
コンの間でデータの送受信を行っているとき政外は、本体をパソコンから遠ざけてください。 

パソコンの近<で本体が着信などの動作をしたとさ、パソコンが誤動作するなどの影響を受ける場合があります。 

♦ 指定のケーブル^^(外は、絶対に使用しないでくださし、。 

ケーブルに添付されている取扱説明書をあわせてお読みください。 
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♦ 本体の x モ u ダイヤル（電話帳）やグループ名称のデータをパソコンに読み込んで、データの編集や保管がでさます。 

またパソコンで編集したデータを再び本体に書さ込むことがでさます。 

♦ パソコンでメモ U ダイヤルやグループ名称のデータを新しく入力して、そのまま本体に書き込むことができます。 

♦ 本体の i モード>(ールやショートールをパソコンに読み込んで、>(ールの編集や保管がでさます。 

またパソコンで新たに作成した_>(ールや編集した ールを再び本体に書き込むことができます。 

♦ 本体のデータフオルダ内のデータをパソコンに読み込んで、保管ができます。 

またパソコンで作成したデータを本体に書さ込むことがでさます。 

♦ 本体の音声着信音をパソコンに読み込んで、保管がでさます。 

♦ 本体のブックマークデータをパソコンに読み込んで、データの編集や保管がでさます。 

またパソコンで編集したデータを再び本体に書さ込むことがでさます。 

♦ 本体のスケジュールデータをパソコンに読み込んで、データの編集や保管ができます。 

またパソコンで編集したデータを再び本体に書さ込むことがでさます。 

♦ 本体のユーヴ辞書をパソコンに読み込んで、データの編集や保管がでさます。 

またパソコンで編集したデータを再び本体に書さ込むことがでさます。 

♦ 本体のフ U — ><モデータをパソコンに読み込んで、データの編集や保管がでさます。 

またパソコンで編集したデータを再び本体に書さ込むことがでさます。 

♦ パソコンで新たに作成した;><1□ディ着信音を本体に書さ込むことがでさます。 

また本体の;>(|□ディ着信音をパソコンに読み込んで編集し、再び本体に書さ込むことがでさます。 


正しくご使用いただくために 


♦ ><モ|」ダイヤルの全データを転送しているとさは、本体の 
発着信がでさません。また、全データ転送中に本体やパソ 
コンからコネクタを抜くと、本体に登録してあったすべて 
のモ U ダイヤルとグループ名称のデータが消去されます 
ので、ごを意ください。全データの転送を開始するとさと、 
転送が完了したときには本体のディスプレイが点滅します。 

♦ データ転送中は、本体のボタン操作をしないでください。 
データ転送中に本体のボタン操作を行った場合、データ転 
送が正常にできないことがあります。 


♦ データ転送をするときは、十分に充電した電池パックを本 
体に装着して行ってください。また、データ転送中は本体 
か6電池パックをはずさないでください。 

データ転送中に電池が切れたり、本体か6電池パックをは 
ずしたりした場合は、本体に登録してあったデータや転送 
したデータが失われることがあります。 


r データリンクソフト」をセットアップずる 



セツトアップのしかた 



♦ 「データ U ンクソフト」を Windows 巧応パソコンにセットアップします。 

♦ セットアップの前に、「データ U ンクソフト」のセットアップファイルをホームページか6ダウン□ー ドし、ファイルの解凍をし 
て < ださい。 

《解凍したファイルの保を先は、セットアップをするときに必要となりますので、控えておいてください。 

♦ セツトアップを開始する前に他のアプ U ケーシヨンは終了させておいてください。 


①解凍したセットアップファイルの保を先にある 「 Diskl 」 フォルダの rsetup . exe 」 

をダブルク U ックすると、セットアップを開始します。 

画面に従って操作を行ってください。 「ムーバ P シ U — ズデータリンクソ 

® セットアップ先のディレクトリを指定します。特にディレクトリを変更する必要がな 
ければ、そのまま大さなボタンをク U ックしてください。 - 

《[デイレクト U 変更]をク U ックすると、デイレクト U の変更ができます。 


フト verl . l 日」の場合 




削除のしかた 



♦ 「データ U ンクソフト」の削除は、 Wind 日 WS のアプ U ケーシヨンの削除（プ□グラムの削除）のしかたと同じです。 

詳しくは、 Windows のユーザーズマニュアルをご参照ください。 

①タスクバーの[スタート]ボタンをク U ックして驗定]のロント□-ルパネル]を選択し、[アプ U ケーシヨンの追加と削除] 
をダブルク U ックします。 

(D 「データ U ンクソフト」を選択し、[追加と削除]をクリックして、削除をしてください。 
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ご使用方法 



r データリンクソフト」を起動ずる 



①「データ U ンクソフト」を起動するには、[スタート]ボタン 
をク U ックして、[プ□グラム]の中にある「データリンク 
ソフト」を選択します。 

「データ U ンクソフト」が起動すると、下図のウィンドウ 
が表示されます。 

(D 「機能選択」バーのニューをク U ックして、各機能ウィン 
ドウを選択します。または、[表示] ニューから各機能を 
選択します。 

《モ U ダイヤルデータや i モード X —ルなどの読み込み、 
書さ込みなどの操作のしかたは、[ヘルプ] ニューで 
ちお読みいただけます。 


♦ 本体とパソコンの間で初めてデータ転送を行ラとさは、必 
ず[設定]^ニューで[通信設定]をしてから実行してく 
ださい。 

[通信設定]ボタンをク U ックしても通信設定をすること 
がでさます。 

[通信設定]では、 

-本体で使用している暗証番号の入力 
-本体とパソコンの接続ち法の選択 
- COM ポートの選択 
を行います。 

《 Windows の設定（システムプ□パティでの通信ポート） 
でビット/砂、フ□一制御等の設定は必要ありません。 
♦ 登録でさるデータ件数が本体と異なる場をがありますので、 
本体の取扱説明書もあわせてお読みください。 

♦ 本体か6データを読み込んだとさに画面で表おできない文 
字とパソコンで入力してち使用でさない文字があります。 
詳細は[ヘルプ] ニューをご参照ください。 




r データリンクソフト」を終了ずる 



♦ 「機能選択」バーの「終了」をク U ックします。または、[ファイル]ニューの[アプ1」ケーシヨンの終了]を選択します。 










































r データリンクソフト」の機能ウインドウについて 



♦ 「データリンクソフト」の機能ウィンドウには臥下の種類があります。 

-「>(モ U ダイヤル（電話帳)」 

文モ U ダイヤルや グループ 名称などの データの 入力や編集を行います。 

• I —ル」 

i モードメールやショート;ールの入力や編集を行います。 

-「データフォルダ」 

本体データフォルダ内のデータの保管を行います。 

. 「音声着信音」 

音声着信音の保管を行います。 

-「ブックマーク」 

ブックマークデータの入力や編集を行います。 

• 「スケジュール」 

スケジュールデータの入力や編集を行います。 

-「ユーヴ辞書」 

ユーヴ辞書の入力や編集を行います。 

• 「フ U —モ」 

フ U —モデータの入力や編集を行います。 

-「着信音編集」 

x □ディ着信音の作成や編集を行います。 

♦ 機能ウィンドウで編集中に、別の機能ウィンドウに切り替えることができます。 

機能ウィンドウを切り替えるには、「機能選択」バーの ニューをク U ックします。または、麽示]メニューから各機能を選択 


します。 


にュー 

ボタン 



r 機能選択」バー 


メニュー、ボタンにつし、て 

♦ にュー 

①[ファイル] ニュー 

ファイルの読み込み、保をや印刷などをするとさに選択します。 

@ [編集] y - ZL - 

データの編集などをするときに選択します。 

@ [表示]ニュー 

機能ウィンドウを切り誓えるときに選択します。 

また機能ウィンドウに表示されているデーター覧の項目の表示/非表示を切り誓えるとさに選択します。 

® [ツール] ニュー 

データの検索や並べ替えなどをするときに選択します。 

また、データの編集をするとさに使用するツールを選択するとさに選択します。 

⑤ [通信]メニュー 

本体とパソコンの間でデータを転送するときや、本体のデータを消去するときに選択します。 

⑥ [設定]メニュー 

本体で使用している暗証番号の入力をするとさに選択します。 

また、データ転送に使用する COM ポートを選択するとさに選択します。 

® [ヘルプ ]にュー 

パソコンの画面で「データ U ンクソフト」の使いかたを見たいときや「データ U ンクソフト」のバージョンを確認するときに 
選択します。 

♦ ボタン 

データの編集、転送やファイルの保存、印刷などをするときに選択します。 

































メモリダイヤル データ やグループ名称 データの 編集をずる 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


メモリダイヤルやグループ名称のデータを新しく作成して、本体に登録する 

① 「 y モ U ダイヤル」で><モ11ダイヤルデータを入力し、「グルー 風レ<モリダイヤル」で随信] ニューの[パソ]ン与携帯 
プ名称編集」でグループ名称データを入力します。 電話]を実行して、本体にデータを書さ込みます。 

® ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れます。 


本体に登録しているメモリダイヤルやグループ名称のデータを編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「_><モ U ダイヤル」で[通信] ニューの[携帯電話与パソ 
コン]を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風 rx モ U ダイヤル」でメモ U ダイヤルデータを編集し、「グ 
ループ名称編集」でグループ名称データを編集します。 

® rx モ U ダイヤル」で[通信]_>(ニューの[パソコン与携帯 
電話]を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


r メモリダイヤル」のウインドウについて 


♦ ><モリダイヤルデータの編集や並べ誓え、検索などができます。 
また グループ 名称データの編集がでさます。 

♦ 「；><モ|」ダイヤル編集」で><モ|」ダイヤルの入力、編集を 
行います。 

「；><モ|」ダイヤルー覧」には、；><モ U ダイヤルの内容が表 
示されます。 

% 「メモ U ダイヤルー覧」では、><モリ番号は「番号」欄 
に表示されます。 

また、電話番号！〜3のアイコンは 「Tel Icon 1〜3」欄に、 
メール ] 〜3のアイコンは 「Mail Icon 1〜3」欄にそれ 
ぞれ表示されます。 

《メモ U ダイヤルデータに画像が登録されている場含、「リン 
ク情報 J に r 有り」と表示されます。 

「 U ンク晴報 J は編集することができません。 


♦ 「><モ U ダイヤルー覧」の X モ U ダイヤルデータを行毎に 
「行]ピー」や r 行削除」などの操作をすることができます。 
「><モ U ダイヤルー覧」の行を選択して、[編集] ニュー 

またはボタンから、操作を選択してください。 

♦ 「><モ U ダイヤル」で入力できるのは、1日00件までです。 


にュー 

ボタン 



モ U ダイヤル編集」 


モ U ダイヤルー覧」 


r 機能選択」 バー 




































「メモリダイヤル編集」の入力のしかた 


♦ 「;><モ|」ダイヤル編集」で入力したい><モ|」ダイヤルデー 
夕の項目（入力欄）をク U ックすると、入力できるよラに 
なります。キーボードの [ Tab ] キーを押すと次の項目に 
移動していさます。 

♦ 電話番号や;><ールアドレスなどのデータを入力するとさは、 
入力したいデータのタブをク U ックすると入力欄が切り誓 
ね0ます。 

♦ 「><モ U ダイヤルー覧」で編集したい><モリダイヤルデー 
夕の行をク U ックすると、「；><モリダイヤル編集」にデータ 
が表示され、編集することがでさます。 

「><モ U ダイヤルー覧」では、キーボードの矢印キー [ t ] 
または [ i ] で、上下に移動することがでさます。 


♦ X モ U ダイヤルデータをすべて入力したら、[追加]または 

[更新]をク U ックします。 

[追加]をク U ックすると、「><モ U ダイヤルー覧」にデー 
夕を追加します。 

[更新]をク U ックすると、「><モ U ダイヤルー覧」で選択 
されていたデータを更新します。 

♦ 「メモ U ダイヤル編集」の入力欄をすべて未入力の状態に 
戻したいときは、[クリア]をク U ックします。 

♦ [グループ名称編集]をク U ックすると、グループ名称デー 
夕の編集がでさます。 


「グループ名称編集」の入力のしかた 


♦ 「グループ名称一覧」で入力したいグループ名の行をク U ッ 
クして、「グループ名称編集」の「グループ名称」欄をクリッ 
クすると、グループ名を入力でさるようになります。 

「グループ名称一覧」では、キーボードの矢印キー [ t ] 
または [ i ] で上下に移動することができます。 

♦ グループ名を入力したら、[更新]をク U ックすると、「グルー 
プ名称一覧」の同じグループ番号のデータを更新します。 

♦ 「グループ名称」欄を未入力の状態に戻したいとさは、[ク U 
ア]をク U ックします。 


♦ 「グループ名称一覧」に表示されているグループ名の順番 
を変えることがでさます。移動したいグループ名を選択し、 
[上へ移動]まには[下へ移動]をク U ックすると、選択 
したグループ名が上下に移動します。 

《「グループ名称一覧」では、グループ番号は「番号」欄に 
表示されます。 

《「グループ日」の名称は「未使用」から変更できないため、 
「グループ0」のグループ名の入力はでさません。 

また「グループ名称一覧」にを表示されません。 



r グループ名称編集」 


r グループ名称一覧」 


♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで 
元に戻ります。 





















各欄の入力制限 


メモ U 番号 


「000」〜「日9目」までの3巧の半角数字のみ入力でさます。 

名前 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、12文字まで入力でさます。 
半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、24文字まで入力でさます。 

フ U ガナ 

半角カタカナ、英字、数字のみ1日文字まで入力でさます。 

電話番号 

半角の数字と 「#」「*」 「P (ポーズ)」のみ24文字まで入力でさます。 

必ず市外局番から入力してください。 

電話番号のアイコン 


アイコン欄ちの [▼] 
グループ 

グループ欄ちの [▼] 
シークレット 
シークレットの [□] 
着信許可設定 
着信許可設定の [□] 
着信拒否設定 
着信拒否設定の [□] 
ノート 


をク U ックして表示されるアイコンの中か6選択してくださし、。 

をク U ックして表示されるグループの中か6選択してくださし、。 

をチェックして、シークレット、非シークレットを選択してください。 
をチェックして、着信許可の設定をします。 

をチェックして、着信拒否の設定をします。 


全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、2已文字まで入力でさます。 
半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、己日文字まで入力でさます。 


メールアドレス 


半角英字、数字のみ已日文字まで入力でさます。 


メールアドレスのアイコン 


アイコン欄ちの [▼] をク U ックして表示されるアイコンの中か6選択してください。 

シークレットコード 
4巧の半角数字のみ入力でさます。 

シークレットコードは、ールアドレスの先頭が電話番号 （11 巧政上）の場をに設定でさます。 
グループ名 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、7文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 4文字まで入力でさます。 


「メモリダイヤル」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラときは、必ずケー 
ブルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源を 
入れてから実行してください。 


♦ 「パソコン^携帯電話」「メモ U ダイヤル消去」のデータ転 
送中に「通信中」のウィンドウで[中断]をク U ックして、 
データ転送を中断した場合でも、本体の方モ U ダイヤルな 
どのデータは元に戻りませんのでごま意ください。 


本体のメモリダイヤルなどのデータをパソコンに読み込む 


①[通信]メニューの[携帯電話与パソコン]を選択します。 

または、[携帯電話^パソコン]ボタンをクリックします。 
(D 「携帯電話づパソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

③ [0 K ] をク U ックすると、本体から(モ U ダイヤルなどの 
データを読み込みます。 


[携帯電話^パソコン]の操作をしたときに 「 X モ U ダイ 
ヤルー覧」にメモ U ダイヤルデータが表示されている場合 
は、 r 現在のファイルに追加する」の [□] をチェックすると、 
新たに読み込んだ ><モリダイヤルデータをすでに表示され 
ているメモ U ダイヤルデータに追加することがでさます。 

《「現在のファイルに追加する」をチェックした場をは、 r 読 
み込み位置」を選択してください。 

「読み込み位置」の「現在行へ」を選択するとさは、「携 
帯電話^パソコン」のウインドウを開く前に、「方モ U 
ダイヤルー覧」で><モ|」ダイヤルデータを選択してく 
ださい。 



参 


ここをクリックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


接続方法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 
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パソコンのメモリダイヤルなどのデータを本体に 書 さ込む 


①随信] にューの [パソ]ン与>携帯電話]を選択します。 

または、[パソコン与携帯電話]ボタンをク U ックします。 

(D 「パソコン与携帯電話」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

( D 「全メモ U ダイヤル書き込み」または「選択行書き込み」を 
選択します。 

《「全><モ|」ダイヤル書さ込み」を選択すると、本体に登 
録されていたメモ U ダイヤルとグループ名称のデータを 
すべて削除して、新しいデータを書さ込みます。 

《 r 選択行書さ込み」を選択すると、モ U ダイヤルー覧」 
で選択している ><モリダイヤルデータのみを書を込みま 
す。「選択行書さ込み」をするとさは、「パソコン^携帯 
電話」のウィンドウを開く前に、「メモ U ダイヤルー覧」 
でモ U ダイヤルデータを選択してください。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体に X モ U ダイヤルなどのデー 
夕を書さ込みます。 

《 n 」 ンク情報の書さ込み」の [□] をチェックしてデー 
夕を書さ込んだとさ、本体の U ンク情報と書さ込む 
データの U ンク情報が同じ場をは、そのまま書さ込みを 
行います。 

それぞれののンク肩報」が異なる場をや書き込むデータ 
が n 」 ンク情報」なしの場合は、本体にをともと登録さ 
れていた「リンク情報」は消去されます。 


《「選択行書き込み」を選択して「空いている><モリ番号へ 
書さ込み」の [□] をチェックすると、本体の未登録><モ 
U 番号のルさいちのからデータの書さ込みを行います。 

《 x モ U ダイヤルデータの書さ込みを行った場合、本体の着 
信許巧;><モリ、着信拒否><モリ、ボイスコマンドに登録し 
た内容が変わってしまラことがあります。 

これ6の設定をしている本体に ><モリダイヤルデータの書 
さ込みを行うとさは、必ずメモ U 指定着信許可、メモ U 指 
定着信拒否の設定を解除して < ださい。 

また><モ|」ダイヤルデータの書さ込みを行った後は、設定 
の巧確認をして < ださい。 

《「全><モリダイヤル書さ込み」を行った場を、本体の着信 
許可><モ|」、着信拒否メモ U 、 ボイスコマンドに登録した 
X モ U ダイヤル番号は、消去されます。 

これ6の設定をしている本体に「全 X モ U ダイヤル書き込 
み」を行ったときは、再度設定をしなおしてください。 



♦ [〇]をク U ックしてデータ範固を選択します。 


参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続方法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 


本体のメモリダイヤルなどのデータを消去する 


①随信] にューの [メモ U ダイヤル消ま]を選択します。 
(D モ U ダイヤル消ま」のウィンドウが表示されます。 

(下図） 


③に K ] をク U ックすると、本体の六モリダイヤルなどのデー 
夕を消去します。 

《一度消ましたデータは、元に戻すことがでさませんので、 
ごを意くださし、。 



参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続方法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 




































メモリダイヤルデータを並べ誓える 


①[ツール] に = L - の [並べ誓え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「最優先される項目」隔腳 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 
す。 


♦ 「メモ U ダイヤルー覧」の「名前」「フ U ガナ」などの見出 
しをク U ックすると、その項目で並べ誓えを行ラことがで 
さます。並べ替えの順番（昇順、降順）は、]回ク U ック 
するごとに、切り替わります。 

《「グループ番号順」で並べ替えたとさ、同じグループ番号 
の中での並び順は、並べ誓えを実行する前の順番と同じに 
なります。また「シークレット順」で並べ替えたときも同 
様にシークレット-非シークレットの中での並び順は、並 
ベ誓えを実行する前の順番と同じになります。 

《並べ替えを実行したとさの並び順は、本体で並べ替えた場 
をと異なることがあります。 



♦ [▼] をク U ックして表示される中から選択します。 

♦ [〇]をク U ックして昇降順を選択します。 


参ここをクリックすると、何も実巧しないで元に戻ります。 


メモリダイヤルデータを検索する 


①[ツール] ニューの[検索]を選択します。 

® 「検索」のウィンドウが表示されます。（下図） 

③ r 検索項目」を選択して、「検索内容」を入力します。 

® 「検索開始位置」を選択します。 

⑤ [上検索]をク U ックすると検索開始位置から上ち向に、[下 
検索]をク U ックすると検索開始位置か6下ち向に検索を 
行います。 

⑥ 「；><モリダイヤルー覧」の最初に該当する><モリダイヤル 
の行が反転表示されます。 


@続けて検索を行うときは、[上検索]または[下検索]をク 
U ックして<ださい。 

《「検索」のウィンドウを閉じた後を、最後に行った検索 
内容で検索を行ラことがでさます。 

[ツール] にューの [下検朝を選択すると、現在選択さ 
れている行の次の該当データが反転表示されます。 

[ツール] 乂二 a - の [上検索]を選択すると、現 SB 尺さ 
れている行の1つ前の該当データにちどります。 

《[ツール] に：!一の [重複データ検索]を選択すると、 
「方モ U ダイヤルー覧」の電話番号が重複しているデー 
夕をすべて反転表示します。 



♦ [▼] をク U ックして表示される中から選択します。 

♦ 検索する内容を直接入力します。 


♦ ここをク U ックして検索方向を選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 
♦ [〇]をク U ックして検索開始位置を選択します。 
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メモリダイヤルデータを置換する 


♦ ><モ|」ダイヤルに登録されている文字列を検索して、別の 
文字列に置換します。 

①[ツール] に a — の [置換]を選択します。 

® 「置換」のウィンドウが表示されます。（下図） 

(D 「置換項目」を選択して、「置換対象文字列」と「置換文字 
歹1」」を入力します。 

《「置換項目」の「グルー刀を選択した場合は、 r 置換対 
象グループ」「置換グループ」欄ちの [▼] をクリック 
して表示されるグループから選択します。 

《「置換項目」の「シークレット」を選択した場合は、 r シー 
クレットにする」 「シークレットを解除する」の[〇] 
をク U ックして選択します。 

「シークレットにする」を選択すると、 r 非シークレット」 
を検索して、「シークレット」に置換します。「シーク 
レットを解除する」を選択すると、「シークレット」を 
検索して、「非シークレット」に置換します。 


《「置換項目」の 「Tel Icon 1〜引 「Mail Icon 1〜3」 
を選択した場合は、 r 置換対象アイコン」 r 置換アイコン」 
欄ちの [▼] をク U ックして表示されるアイコンか6 
選択します。 

《「置換項目」の「着信許可設定」「着信拒否設定」を選 
択した場合は、「設定する」「設定を解除する」の[〇] 
をク U ックして選択します。 

® 「置換ち向」を選択して、[日のをク U ックすると、置換 

を行います。 

《 r 置換確認する」の [□] をチェックすると、置換対象文 
字列があるたびに置換するかどラかの確認を行います。 



♦ [▼] をク U ックして表示される中から選択します。 

♦ 置換対象文字列（検索する内容）を直接入力します。 

♦ 置換する文字列を直接入力します。 

♦ [〇]をク U ックして置換対象文字列の検索方向を選択し 
ます。 


参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


メモリま号の自動振り直しをする 


♦ 編集、並べ誓えをした><モ|」ダイヤルデータが><モ|」番号 
順に並んでいないとさ、順番に(モ U 番号を振り直します。 
①[ツール] に:!一の LX モ U 番号振り直し]を選択します。 
(D モ U 番号振り直し」のウィンドウが表示されます。 

(下図） 

③「振り直し範囲」を選択して、 [0 K ] をク U ックすると、 
><モ|」番号の振り直しを行います。 

《振り直す><モリ番号を特定の数字から始めたいときは、 
「始まりの番号」に数字を入力します。 

「始まりの番号」を入力しないときは、><モリ番号「01日」 
から番号の振り直しを行います。 



《「六モ U 番号振り直し」を実行すると、実行前の><モリ番 
号に戻すことはでさませんのでごま意くださし、。 

《本体の>(モ U ダイヤルデータをパソコンに読み込み、 デー 
夕編集やおべ替えを行って、「六モ U 番号振り直し」を実行 
したとさ、同じ;><モ|」ダイヤルデータでち本体の X モ U 蚕 
号とモ U ダイヤル」の><モ|」番号が異なる場合があり 
ます。 


♦ [〇]をクリックして振り直し範囲を選択します。 


♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 


♦ 振り直す ><モ|」番号を特定の数字から始饭たいとさに入力し 
ます。 
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メールの編集をずる 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


送信メールを新しく作成して、本体に登録する 

①レ<ール」で送信ールを作成します。 風 「>< ール」で[通信] X ニューの[パソコンづ携帯電話] 

® ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま を実行して、本体にデータを書さ込みます。 

す。 


本体の受信メールを編集して返信メールを作成し、本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「><ール」で[通信]ニューの[携帯電話与パソコン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風「方ール」で受信ールを編集して、返信メールを作成し 
ます。 

® 「><ール」で[通信] X ニューの[パソコン与携帯電話] 

を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


「メール」のウインドウについて 


♦ i モードールとショートール（文字 X ッセージ）の編 
集がでさます。 

♦ レ(ール」には次の3つの保管箱があります。 

操作する保管箱を切り誓えるとさは、それぞれの箱をク U ッ 
クします。 

または、[表示] ニューから各保管箱を選択します。 

-「受信箱」 

本体で受信した ールを保管します。 

「受信箱」の中の受信ール自体を編集することはでさ 
ません。 

-「送信箱」 

本体から送信でさる ールを保管します。 

-「定型文」 

ールを作成するとさに使用でさる自作の定型文を保管 
します。 

♦ 「><ール編集」でールや定型文の入力、編集を行います。 
「><ールー覧」にメールや定型文の内容が表示されます。 


♦ 「><ールー覧」の ールや定型文を行毎に r 行コピー」や「行 
削除」などの操作をすることがでさます。 

「メールー覧」の行を選択して、[編集] ニューまたはボ 
タンから、 操作を選択してください。 

♦ 「><ール」で登録できるのは、次の件数です。 

-「受信箱」……21000件 

-「送信箱」……21000件 
-「定型文」……已〇〇件 

《「保管箱」のデータは、ファイルに保をすることができます。 
ファイル保存をする前に、[携帯電話づパソコン]で r 同報 
一覧読み込み」を実行するか、「同報一覧編集」で同報一覧 
の編集を行った場合は、保存したファイルに同報一覧のデー 
夕が含まれます。 


にュー 

ボタン 



レ< ール編集」 


「メールー覧」 


r 機能選択」 バー 
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r メール編集」の入力のしかた 



「><ール編集」 


「メールー覧」 



♦ 「メール編集」で入力したい項目（入力欄）をク U ックする 
と、入力でさるよラになります。キーボードの [ Tab ] キー 
を押すと次の項目に移動していさます。 

♦ 「>(ールー覧」では、キーボードの矢印キー [t ] または [i ] 
で、上下に移動することができます。 


[設定]メニューの[引用記号の設定]を選択すると、返信 
または転送;ールの本文の先頭につく引用記号を設定する 
ことがでさます。 

《引用記号として設定でさるのは、半角8文字または全角 
4文字までです。 


「受信箱」 

♦ 「 X —ルー覧」で受信メールをク U ックすると、「 X —ル編 
集」にデータが表示されます。 

このとさ受信;><ールが未読であった場含は、既読にかわり 
ます。 

♦ ール編集」にールを表示して、[返信]または[転送] 
をク U ックすると、そのメールは r 送信箱」にコピーされ、 
送信 ールとして編集することができます。 

このとき返信または転送した ールは、ールー覧」の r 返 
信/転送」欄に「返信済」または r 転送済」と表示されます。 


♦ 「メール編集」にールを表示して[添付]をク U ックす 
ると、ールに添付されていたデータをファイルとして保 
をすることがでさます。 

♦ 保護の [□] をチェックすると、受信;ールの保護、非保 
護を選択することがでさます。 

♦ 受信メールが複数に分割されている場を、分割された一 
ルの順番が r 分割番号」欄に表示されます。 
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「送信箱」 


♦ レ(ールー覧」で送信メールをク U ックすると 、 r メール編集」 
にデータが表示され、編集することができます。 

♦ [アドレス]をク U ックすると、「アドレス選択 J ウインドウ 
が表示され、送信先のアドレスを選択することができます。 
アドレスは、「アドレスー覧」または「同報一覧」か6選択 
して < ださい。 

アドレスは、8件まで設定することがでさます。 

「アドレスー覧」に表示される内容は、「データ U ンクソフト」 
で最後に更新したアドレス帳の内容となります。 

「アドレスー覧」を更新する場合は、「_>(モ U ダイヤル」に 
更新したい名前と;ールアドレスの内容を含んだデータを 
表示して、[ツール] にューの 「 i モードール用アドレ 
ス帳の更新」を実行してください。 

《「同報一覧」に内容を表示するには、「携帯電話^パソ 
コン」で「同報一覧読み込み」を選択して実行するか、 
パソコンに保をしていた同報一覧のデータを含んだ一 
ルのファイルを開さます。「同報一覧」のデータを編集 
するとさは、[ツール] にューの [同報一覧編集]を 
選択するか、[同報一覧編集]ボタンをク U ックします。 
♦ 「アドレス選択」ウィンドウでアドレスを選択した場合、 
アドレスー覧に登録されている名前が、名前欄に表示され 
ます。 

♦ 保護の [□] をチェックすると、送信ールの保護、非保 
護を選択することがでさます。 


♦ 「><ール編集」にールを表示して、[転送]をク U ックす 
ると、そのールはコピーされ、新しい送信ールとして 
編集することがでさます。 

♦ 「><ール編集」にールを表示して、[添付]をク U ックす 
ると、その x —ルに添付するファイルを選択することがで 
さます。 

嫁 ールに添付でさるのは、方□ディ着信音 （ MR データ） 
のファイルのみです。 

《 ールにファイルを添付すると、本文で入力でをる文字 
数がかな< なります。 

《「><ール編集」に表示されているールにファイルが添 
付されている場合に[添付]をク U ックすると、 y-Jb 
へのファイル添付を取り消すことがでさます。 

♦ X —ルのデータをすべて入力した6、[追加]または[更新] 
をク U ックします。 

[追加]をク U ックすると、ールー覧」にメールを追加 
します。 

[更新]をク U ックすると、「><ールー覧」で選択されてい 
た メールのデータを 更新し ます。 

♦ 「><ール編集」の入力欄を未入力の状態に戻したいときは、 
[クリア]をク U ックします。 


にュー 

ボタン 



「機能選択」バー 


ール編集」 


ールー覧」 
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「定型文」 


メ —ュー 

ボタン 


♦ 「;>(ールー覧」で定型文をク U ックすると、「:>(ール編集」 

にデータが表示され、編集することがでをます。 

♦ 定型文を入力したら、[追加]または[更新]をク U ックし 
ます。 

[追加]をク U ックすると、「><ールー覧」に定型文を追加 
します。 

[更新]をク U ックすると、「><ールー覧」で選択されてい 
た定型でを更新します。 



「機能選択」バー 


♦ 「><ール編集」の入力欄を未入力の状態に戻したいとさは、 

[ク U ア]をク U ックします。 

♦ [グループ名称編集]をク U ックすると、グループ名称デー 
夕の編集がでさます。 


曰回因 


Of f 


ール編集」 


r メールー覧」 


「同報一覧編集」の入力のしかた 


♦ 同報グループ名の編集をするとさは、「同報一覧」で同報グ 
ループ名を選択して、「同報一覧編集」の「同報グループ名 
称」欄を入力し、「同報グループ名称」欄下の[更新]をク 
U ックします。 

♦ アドレスの編集をするとさは、「同報一覧」で同報グループ 
を選択してください。 

アドレスを追加する場合は、 r 同報一覧編集」の「アドレス」 
欄を入力し、[追加]をク U ックします。 

「同報一覧」でアドレスを選択すると、「アドレス」欄にアド 
レスが表示され、編集することができます。 

編集したいアドレスを r 同報一覧」で選択し、「アドレス」欄 
を入力して、[更新]をク U ックすると、アドレスのデータを 
更新します。 


同報一實編集 


アドレスを削除する場合は、「同報一覧」でアドレスを選択 
し、悄 U 除]をク U ックします。 

アドレスを入力するときに、[参照]をク U ックして表示さ 
れる「アドレスー覧」のデータを選択して、「アドレス」欄 
に入力することがでさます。 

「同報一覧」では、キーボードの矢印キー [t ] または [i ] 
で上下に移動することがでさます。 



r 同報一覧編集」 


「同幸良一見」 


ここをク U ツクすると、 
で元に戻ります。 


何を実行しない 
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r グループ名称編集」の入力のしかた 


♦ 「グループ名称一覧」で入力したいグループ名の行をクリツ 
クして、「グループ名称編集」の「グループ名称」欄をク U ツ 
クすると、グループ名を入力でさるよラになります。 
「グループ名称一覧」では、キーボードの矢印キー [ t ] 
または [ i ] で上下に移動することができます。 

♦ グループ名を入力したら、居新]をク U ツクすると、「グルー 
プ名称一覧」の同じ定型文番号のデータを更新します。 


♦ 「グループ名称」欄を未入力の状態に戻したいとさは、[ク U ア] 
をク U ックします。 

♦ 「グループ名称一覧」に表示されているグループ名の順番 
を変えることがでさます。移動したいグループ名を選択し、 
[上へ移動]または[下へ移動]をク U ックすると、選択 
したグループ名が上下に移動します。 

《「グループ名称一覧」では、定型文番号は「番号」欄に表 
示されます。 



ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 
「グループ名称編集」 


r グループ名称一覧」 


各欄の入力制限 


♦ 表題 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、1已文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、3日文字まで入力でさます。 

♦ アドレス 

ひとつのアドレスにつさ、半角英字、数字のみ已日文字まで入力でさます。 

複数のアドレスを入力する場合は、個々のアドレスを半角の「」で区切ってください。 

♦ 保護 

保護の [□] をチェックして、保護、非保護を選択してください。 

♦ 本文 （ r 送信箱」） 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、2已〇文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、己□日文字まで入力でさます。 

※キーボードの Enter ] を入力した場を、全角入力のとさは]文字分、半角入力のとさは2文字分となります。 
♦ 本文 （ r 定型文」） 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、日4文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 28文字まで入力でさます。 

※キーボードの [ Enter ] を入力した場含、全角入力のとさは]文字分、半角入力のとさは2文字分となります。 
♦ 同報グループ名 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、7文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 4文字まで入力でさます。 

♦ 定型文グループ名 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、7文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 4文字まで入力でさます。 
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「メール」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラとさは、必ずケーブ 
ルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源を入 
れてから実行して < ださい。 


♦ 「パソコン与携帯電話」のデータ転送中に r 通信中」のウイン 
ドウで[中断]をク U ックして、データ転送を中断した場合 
でを、本体 x —ルや定型文のデータは元に戻りませんのでご 
を意 < ださい。 


本体のメールや定型文のデータをパソコンに読み込む 


①随信] にューの [携帯電話^パソ]ン]を選択します。 

または、[携帯電 f 舌与パソコン]ボタンをク U ックします。 

(D 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

® 「受信ール読み込み」「送信メール読み込み」「定型文読 
み込み」「同報一覧読み込み」か6読み込むデータを選択し 
ます。このとき、複数の項目を選択することちでさます。 

® にのをク U ックすると、本体からデータを読み込みます。 


♦ [携帯電話^パソコン]の操作をしたとさに「 X —ルー覧」 
にデータが表示されている場をは、「現在のファイルに追加 
する」の [□] をチェックすると、新たに読み込んだデータ 
をすでに表示されているデータに追加することがでさます。 
このとさ、「同報一覧読み込み」を選択することはでさません。 



♦ [□] をチェックしてデータを選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続ち法や C 日 M ポートを変更するときにクリックします。 
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パソコンのメールや定型でのデータを本体に書重込む 


①[通信];><ニューの[パソコン^携帯電話]を選択します。 

または、[パソコン与携帯電話]ボタンをク U ックします。 

③ r パソコン与*帯電話」のウィンドウが表示されます。 

(下図） 

(D r 全メール書さ込み」または r 選択行書さ込み」を選択します。 
《 ールの書き込みを実行すると、本体に登録されていた 
データを すべて削除して、新しい データを 書き込みます。 
(例： r 受信ール」を選択した場合、本体のすべての受信 
ールを削除して、新たに受信ールを書を込みます。） 


《 r 全メール書き込别を選択した場合は、 r 受信ル」惜 
信メール」 r 定型文」 r 同報一覧」の [□] をチェックして、 
書さ込むデータを選がしてください。このとさ、複数 
の項目を選択することもできます。 

《 r 選択行書き込み」を選択すると、表示されている r ><- 
ルー覧」で選択しているデータのみを書さ込みます。 
r 選択行書さ込み」をするとさは、 r パソコン^携帯電話」 
のウィンドウを開く前に、書き込みをする保管箱のがール 
一覧」でデータを選択してください。 

® にのをク U ックすると、本体にデータを書き込みます。 



♦ [〇]をチェックしてデータを選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続方まや COM ポートを変更するときにク U ックします。 


本体の メールや 定型での データを 消去する 


①[通信] にューの [ X — ル消去]を選択します。 

( D けール消去」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「受信ール消去」 r 送信 X —ル消去」 r 定型文消ま」「同報一 
覧消去」から消去するデータを選択します。このとさ、複数 
の項目を選択することちでさます。 

《「受信 X - ル消去」 r 遺言ル消去」を選択すると、本体 
に登録されていた受信メールまたは送信 ールをすべて 
消去します。 


r 定型文消去」を選択すると、本体の定型文とグループ名 
称をすべて消去します。 

「同報一覧消去」を選択すると、本体の同報一覧のデー 
夕をすべて消去します。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体のデータを消去します。 

《一度消去したデータは、元に戻すことがでさませんので、ご 
ミ主意 < ださい。 



♦ [□] をチェックしてデータを選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ち法や C 日 M ポートを変更するとさにク U ックします。 
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メールや 定型での データを 並べ曾える 


①[ツール] に a - の [並べ誓え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「最優先される項目」隔剛 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 
す。 


♦ けールー覧」の r 番号」旧付」などの見出しをク U ックす 
ると、その項目で並べ替えを行ラことがでをます。並べ誓 
えの順番（昇順、降順）は、1回ク U ックするごとに、切 
り替わります。 

《並べ誓えを実行したとさの並び順は、本体で並べ替えた場 
合と異なることがあります。 



广樹II自(が」 


2を目に语ホされる巧目の-1 

阿3 三]夕昇川目に） 

广 mm ' 


OK I _キトンセル_|^ 


♦ [▼] をク U ックして表おされる中から選択します。 


♦ [〇]をク U ックして昇降順を選択します。 


• ここをク U ックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


メールや 定型での データを 検索する 


①[ツール] ニューの[検索]を選択します。 

® 「検索」のウィンドウが表示されます。（下図） 

③ r 検索項目」を選択して、「検索内容」を入力します。 

® 「検索開始位置」を選択します。 

⑤ [上検索]をク U ックすると検索開始位置から上方向に、[下 
検索]をク U ックすると検索開始位置か6下方向に検索を 
行います。 

⑥ 「;>(ールー覧」の最初に該当するデータの行が反転表示さ 
れます。 


@続けて検索を行うときは、[上検索]または[下検索]をク 
U ックして<ださい。 

《「検索」のウィンドウを閉じた後を、最後に行った検索内 
容で検索を行ラことができます。 

[ツール] X ニューの[下検索]を選択すると、現在選択さ 
れている行の次の該当データが反転表示されます。 

[ツール] >(ニューの[上検索]を選択すると、現在選択 
されている行の]つ前の該当データに戻ります。 



♦ [▼] をク U ックして表おされる中から選択します。 

♦ 検索する内容を直接入力します。 

♦ ここをク U ックして検索方向を選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ [〇]をク U ックして検索開始位置を選択します。 
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メールや定型文の番号の自動振り直しをする 


♦ 編集、並べ誓えをしたデータが番号順に並んでいないとさ、 
順番に番号を振り直します。 

①[ツール] に = L - の [番号振り直し]を選択します。 

® 「番号振り直し」のウィンドウが表示されます。（下図） 

(D 「振り直し範囲」を選択して、 [0 K ] をク U ックすると、 
番号の振り直しを行います。 


《振り直す番号を特定の数字から始饭たいとをは、「始まりの 
番号」に数字を入力します。 

「始まりの番号」を入力しないとさは、番号「1」か6蚕 
号の振り直しを行います。 

《「番号振り直し」を実行すると、実行前の番号に戻すこと 
はでさませんのでごま意ください。 

《本体のデータをパソコンに読み込み、データ編集や並べ替 
えを行って、「番号振り直し」を実行したとさ、同じ巧容の 
データでち本体のデータ番号と。モード ール」の番号が 
異なる場合があります。 



♦ [〇]をク U ックして振り直し範囲を選択します。 


♦ ここをク U ックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 振り直す番号を特定の数字から始めたいときに入力します。 
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データフオルダの編集をずる 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


パソコンに保存してあるファイルを本体に登録する 

①パソコンに保存してあるファイルを「データフオルダ」に 風「データフオルダ」で[通信]メニューの[パソコンづ携帯 
表示します。 電話]を実行して、本体にファイルを書さ込みます。 

® ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま 
す。 


本体に登録しているファイルを編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「データフオルダ」で[通信]メニューの[携帯電話づパ 
ソコン]を実行して、パソコンにファイルを読み込みます。 


風「データフォルダ」でファイルを編集します。 

® 「データフォルダ」で随信]_>(ニューの[パソコン与携 
帯電話]を実行して、本体にファイルを書き込みます。 


r データフオルタ'」のウインドウについて 


♦ データフォルダ内のファイルの編集がでさます。 

♦ 「データフォルダ編集」でファイル名の入力、編集を行い 
ます。 

「データフォルダ編集」の「表示するデータ種別」で選択 
した種類のファイルが「データフォルダー覧」に表示され 
ます。 

《「データフォルダー覧」では、ファイルに番号がついて 
表示されます。 


《「データフオルダ」でファイルの読み込み、書さ込みがで 
さるのは、本体の「データフオルダ」内の「ピクチャ」「ア 
ニメ」「ムービー」「；><1□デイ」に巧してです。 


にュー 

ボタン 



「データフオルダ編集」 


r データフオルダー覧」 


r 機能選択」バー 
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r データフオルタ'」の入力のしかた 


♦ 「表示するデータ種別」の[〇]をク U ックして、「データ 
フォルダー覧」に表示するファイルの種類を選択します。 

♦ 「データフォルダ」でファイル名（携帯電話登録名称）の 
編集がでさます。 

「データフォルダー覧」でファイルをク U ックして、「デー 
タフォルダ編集」の「携帯電話登録名称」欄をク U ックす 
ると、ファイル名が入力でさるよラになります。 r データフォ 
ルタ’一覧」では、キーボードの矢印キーり]または [ i ] 
で上下に移動することがでさます。 

♦ ファイル名を入力して、[更新]をク U ックすると、「データ 
フォルダー覧」で選択されていたファイル名を更新します。 

♦ 「データフォルダ編集」の入力欄を未入力の状態に戻した 
いとさは、[ク U ア]をク U ックします。 

♦ 保護の [n] をチェックすると、ファイルの保護、非保護を、 
シークレットの [□] をチェックすると、ファイルのシー 
クレット、非シークレットを選択することができます。 


♦ 「データフオルダー覧」でファイルを選択して、[ツール] 
に IL - の [ツール起動]を選択すると、ファイルデータ 
を再生することがでさます。[ツール起動]ボタンをク U ッ 
クしても、同様に再生できます。 

[ツール起動]をしたときに使用するツールの選択は、[ツー 
ル] にューの [ツールの設定]を選択、または[ツール 
の設定]ボタンをク U ックして表示される「ツールの設定」 
で行います。 

《[ツールの設定]をするとさは、それぞれの種類のファ 
イルオープンに関連づけられたソフトが必要です。 

また、ファイルの編集をする場をは、それぞれの種類の 
ファイルを編集でさるアプ U ケーシヨンソフトが必要で 
す。 

《「方□ディ」のデータを再生、編集することはできません。 
ただし、本体やデータ U ンクソフトで作成した><1□ディ 
着信音は、「着信音編集」で再生、編集することがでさ 

ホ D 

♦ 「データフオルダ」で表示できるのは、 r ピクチヤ」「アニ 
「ムービー」「 X □デイ」をあわせて2,日日0件までです。 


各欄の入力制限 


♦ 携帯電話琶録名称 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、2已文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、已〇文字まで入力でさます。 

♦ 保護 

保護の [□] をチェックして、保護、非保護を選択してください。 

参シークレット 

シークレットの [□] をチェックして、シークレット、非シークレットを選択してください。 


r データフォルダ」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行うときは、必ずケーブルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源を入れてから 
実行してください。 


本体のフアイルをパソコンに読み込む 


①随信] にューの [携帯電話与パソ]ン]を選択します。 

または、[携帯電話^パソコン]ボタンをク U ックします。 
( D 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

® [—覧取得]をク U ックすると、本体のデータフォルダの 

構成が表示されます。 

《 [一覧取得]を行ったら、データ転送を終了するまで本 
体とパソコンのケーブル接続ははずさないでください。 
® 本体から読み込むフォルダを選択します。 

「ピクチャ」「アニ><」「ムービー」「方□ディ」を選択した 
とさに、「サブフォルダの読み込み」の [□] をチェックす 
ると、それぞれのフオルダの中に作成されているフォルダ 
内のファイルを読み込むことがでさます。 



また r サブフォルダの読み込み」の [□] をチェックした場 
を、「ルート」「マイピクチャ」を選択して、複数のデータ 
種別のファイルを読み込むことがでさます。 

ただし、サブフォルダ自体を読み込むことはでさません。 

⑥ [0 K ] をク U ックすると、本体からデータを読み込みます。 
♦ 読み込んだファイルは、読み込みを実行したとさに選択さ 
れていたデータ保存フォルダに保存されます。 

データ保をフォルダを変更する場合は、[設定 ]にューの 
[データ保をフォルダ設定]を選択、または[データ保存 
フォルダ設定]ボタンをク U ックして、フォルダを選択し、 
[ OK ] をク U ックします。 

[新規フオルダ]をク U ックすると、そのとさ選択されて 
いたフオルダの中に新しいフォルダを作成することがでさ 
ます。 


• ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


• 接続方法や C 日 M ポートを変更するときにクリックします。 
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八ソコンのファイルを本体に書寺込む 


♦ パソコンのファイルを本体のデータフォルダに追加します。 
© 本体に書を込むファイルの種類を「表おするデータ種別」 


⑥「全件書さ込み」または「選択行書を込み」を選択し、本 
体の書さ込み先のフォルダを選択します。 


@ 

@ 

® 


で選択します。 

このとさ、「すべて表示」は選択しないでください。 

随信] >(ニューの[パソコンづ携帯電話]を選択します。 
または、[パソコン^携帯電話]ボタンをクリックします。 
r パソコンづ携帯電話」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

[一覧取得]をク U ックすると、本体のデータフオルダの 
構成が表示されます。 

《[一覧取得]を行った6、データ転送を終了するまで本 
体とパソコンのケーブル接続ははずさないでください。 


《「選択行書き込み」をするときは、 r パソコン^携帯電話」 
のウィンドウを開く前に、「データフォルダー覧」でファ 
イルを選択してください。 

⑥ [ OK ] をクリックすると、本体にファイルを書き込みます。 


ここをクリックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 


ファイルを並べ碧える 


[ツール] にユーの [並べ替え]を選択します。 

「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 
r 最優先される項目」隔腳 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

[0 K ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 
す。 



— 最復ホされる巧目を) 


巧をを話査錄るが 

T ] 昇歷(直厂 


广 


2を目に傾をされる巧目の- 


「なし 


—：] 夕昇川自に） 
广脚 I 泻(が 

キドノセル 


♦ 「データフォルダー覧」の r 携帯電話登録名称」 r データ種別」 
などの見出しをク U ックすると、その項目で並べ誓えを行 
ラことがでさます。 

並べ替えの順番（昇順、降順）は、1回ク U ックするごとに、 
切り誓わります。 


[▼] をク U ックして表示される中から選択します。 


[〇]をク U ックして昇降順を選択します。 


ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 


0 K 



①②③ ④ 
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音声着信音の編集をずる 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


パソコンに保存してある音声着信音を本体に登録する 

①パソコンに保存してある音声着信音を「音声着信音」に表 風惰声着信音」で随信] ニユーの[パソコン^携帯電話] 

おします。 を実行^して、本体にデータを書き込みます。 

® ケープルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま 
す。 


本体に登録している音声着信音を編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「音声着信音」で’随信]ニユーの[携帯電話づパソ]ン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風 r 音声着信音」で音声着信音を編集します。 

® r 音声着信音」で随信] にユーの [パソコン^携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


「音声着信音」のウィンドウについて 


♦ 音声着信音のタイトル（携帯電話登録名称）編集がでさます。 

♦ 「音声着信音」に音声着信音のタイトル（携帯電話登録名称）とデータサイズが表示されます。 
「音声着信音」に表示される音声着信音は]件のみです。 


にュー 

ボタン 



r 機能選択」バー 


「音声着信音」の入力のしかた 

♦ 「音声着信音」で音声着信音のタイトル（携帯電話登録名称）の編集がでさます。 

[変更]をク U ックすると、「携帯電話登録名称変更」のウィンドウが表示され、タイトルを変更することができます。「携帯 
電話琶録名称」欄をク U ックすると、タイトルが入力でさるようになります。 


各欄の入力制限 


♦ 携帯電話登録名称 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、2已文字まで入力でさます。 
半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、日日文字まで入力でさます。 
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「音声着信音」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラときは、必ずケープルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源を入れてから 
実行してください。 


本体の音声着信音をパソコンに読み込む 


①[通信] にユーの [携帯電話^パソコン]を選択します。 

または、[携帯電 f 舌与パソコン]ボタンをク U ツクします。 

® 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 


@本体から読み込む音声着信音を選択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体から音声着信音を読み込み 

On 〇 


携帯電話パソコン 


巧を巧話から音声着信音を読みをみます。 


匿 声ち f 言 音 1 



• ここをクリックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


通信設ミを!- • 接続方法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 


パソコンの音声着信音を本体に書さ込む 


① 「音声着信音」に本体へ書さ込む音声着信音を表示します。 ® 本体の書さ込み先の音声着信音を選択します。 

(D [通信] にユーの [パソコン^携帯電話]を選択します。 ⑥にのをク U ツクすると、本体にデータを書き込みます。 

または、[パソコン与携帯電話]ボタンをク U ツクします。 

③ r ノ r ソコン与携帯電話」のウインドウが表示されます。 

(下図） 



• ここをク U ックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


• 接続ち法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 
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ブックマークデータの 編集を する 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


ブックマークデータを新しく作成して、本体に登録する 

①「ブックマーク」でブックマークデータを入力します。 風「ブックマーク」で随信]ニューの[パソコン^携帯電話] 

® ケープルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま を実行して、本体にデータを書さ込みます。 

す。 


本体のプックマークデータを編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「ブックマーク」で[通信] にユーの [携帯電話与パソコン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風「ブックマーク」でブックマークデータを編集します。 

® 「ブックマーク」で[通信] ニューの[パソコン与携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


r ブックマーク」のウインドウについて 


♦ ブックマークデータの 編集がでさます。 

♦ 「ブックマーク編集」でブックマークの入力、編集を行い 
ます。 

「ブックマークー覧」にブックマークの内容が表示されま 
す。 

《「ブックマークー覧」では、ブックマークデータに番号 
がついて表示されます。 


♦ 「ブックマークー覧」のブックマークデータを行毎に「行コ 
ピー」や r 行削除」などの操作をすることができます。 
「ブックマークー覧」の行を選択して、[編集]メニューまた 

はボタンから、操作を選択してください。 

♦ 「ブックマーク」で入力でさるのは、曰0日件までです。 


にュー 

ボタン 



「ブックマーク編集」 


「ブックマークー覧」 


r 機能選択」バー 


r ブックマーク」の入力のしかた 


♦ 「ブックマーク編集」で入力したい項目（入力欄）をクリッ 
クすると、入力でさるよラになります。キーボードの [ Tab ] 
キーを押すと;欠の項目に移動していさます。 

♦ 「ブックマークー覧」で編集したいブックマークデータの 
行をク U ックすると、「ブックマーク編集」にデータが表示 
され、編集することがでをます。 

「ブックマークー覧」ではキーボードの矢印キー [ t ] ま 
たは [ i ] で、上下に移動することができます。 


ブックマークデータをすべて入力した6、[追加]または[要 
新]をク U ックします。 

[追加]をク U ックすると、「ブックマークー覧」にデータ 
を追加します。 

[更新]をク U ックすると、「ブックマークー覧」で選択さ 
れていたデータを更新します。 

♦ 「ブックマーク編集」の入力欄をすべて未入力の状態に戻 
したいとさは、[ク U ア]をク U ックします。 

♦ [グループ名編集]をク U ックすると、グループ名称デー 
夕の編集がでさます。 
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「グループ名称編集」の入力のしかた 


♦ 「グループ名称一覧」で入力したいグループ名の斤をク U ッ 
クして、「グループ名称編集」の「グループ名称」欄をク U ッ 
クすると、グループ名を入力でさるようになります。 
「グループ名称一覧」では、キーボードの矢印キー [ t ] 
または [ i ] で上下に移動することができます。 

♦ グループ名を入力した6、居新]をク U ックすると、「グルー 
プ名称一覧」の同じグループ番号のデータを更新します。 


♦ 「グループ名称」欄を未入力の状態に戻したいときは、[ク U 
ア]をク U ックします。 

♦ 「グループ名称一覧」に表示されているグループ名の順番 
を変えることがでさます。移動したいグループ名を選択し、 

[上へ移動]または[下へ移動]をク U ックすると、選択 
したグループ名が上下に移動します。 

《「グループ名称一覧」では、グループ番号は「番号」欄に 
表示されます。 



r グループ名称編集」 


r グループ名称一覧」 


• ここをクリックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


各欄の入力制限 


参タイトル 


全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、12文字まで入力でさます。 
半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、24文字まで入力でさます。 

参 URL 


全角ひらがな、漢字、 
半角カタカナ、英字、 
♦ グルー プ名 

全角ひらがな、漢字、 
半角カタカナ、英字、 
参シークレット 

シークレットの [□] 


カタカナ、英字、数字のみのとさは、128艾字まで入力でさます。 
数字のみのとさは、2己日文字まで入力でさます。 

カタカナ、英字、数字のみのとさは、8文字まで入力でさます。 

数字のみのとさは、 ] 日文字まで入力でさます。 

をチェックして、シークレット、非シークレットを選択してください。 
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r ブックマーク」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラときは、必ずケー 
ブルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源 
を入れてから実行してください。 


♦ 「パソコン 与 携帯電話」 「ブックマーク 消去」の データ 転送 
中に「通信中」のウィンドウで[中断]をク U ック して、 
データ 転送を中断した場合でち、本体の プックマークデー 
夕は元に戻りませんのでごを意ください。 


本体のブックマークデータをパソコンに読み込む 


①随信]メニューの[携帯電話与パソコン]を選択します。 

または、[携帯電話^パソコン]ボタンをク U ックします。 

③「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

@ [0 K ] をク U ックすると、本体からブックマークデータを 

読み込みます。 

♦ [携帯電話^パソコン]の操作をしたとさに「ブックマー 
クー覧」にブックマークデータが表示されている場合は、 r 現 
在のファイルに追加する」の[口をチェックすると、新た 


に読み込んだブックマークデータをすでに表示されている 
ブックマークデータに追加することがでさます。 

《「現在のファイルに追加する」をチェックした場をは、「読 
み込み位置」を選択してください。 

「読み込み位置」の r 現在行へ」を選択するときは、 r 携帯電 
話与>パソコン」のウィンドウを開く前に、ロックマークー覧」 
でブック マーク データを選択して<ださい。 


携帯電話或がコン 


読み込みに是 广巧ご'"^'(三 I 

にお,、,^巧 、を 


0K 



キャンたル 


• ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 


巧 f 言 i をち(凹).—- • 接続方法や COM ポートを変更するときにク U ックします。 


パソコ ンのブック マークデータを 本体に書き込む 


①[通信]メニューの[パソコン^携帯電話]を選択します。 

または、[パソコンづ携帯電話]ボタンをク U ックします。 

(D 「パソコン^携帯電話」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

感「全 プックマーク 書き込み」または「選が行書き込み」を 
選択します。 

《「全ブックマーク書き込み」を選択すると、本体に登録さ 
れていたプックマークデータをすべて削除して、新しい 
データを書さ込みます。 


《 r 選択行書き込み」を選択すると、本体に登録されていた 
ブック マーク データをすべて削除して、「ブック マーク 
一覧」で選択しているブック マーク データのみを書さ込 
みます。 

「選択行書さ込み」をするとさは、 r パソコン^携帯電話」 
のウィンドウを開く前に、「ブックマークー覧」でブッ 
クマークデータを選択してください。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体にブックマークデータを書 
さ込みます。 



♦ [〇]をク U ックしてデータ範囲を選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 
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本体のブック マークデータを すべて消去する 


①随信] ニューの[全ブックマーク消去]を選択します。 
(D 「全プックマーク消去」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 


風[日 K ] をク U ックすると、本体のブックマークデータを消 
去します。 

《一度消ましたデータは、元に戻すことがでさませんので、 
ごを意ください。 


全プタウマーウ消去 


巧をを話のブックマークを消去しまず。 



or I 


キトンセル 


参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


通信 i をち ( M )... - ♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 


ブック マーク データを並べ替える 


①[ツール] に IL - の [並べ替え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

@ 「最優先される項目」隔剛 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 
す。 


♦ 「ブックマークー覧」の「タイトル」 「 URL 」 などの見出 
しをク U ックすると、その項目で並べ替えを行ラことがで 
さます。 

並べ誓えの順番（昇順、降順）は、1回ク U ックするごとに、 
切り誓わります。 

《「グループ番号順」で並べ替えたとさ、同じグループ番号 
の中での並び順は、並べ誓えを実行する前の順番と同じに 
なります。また「シークレット順」で並べ替えたときを同 
様にシークレット、非シークレットの中での並び順は、並 
ベ替えを実行する前の順番と同じになります。 



♦ [▼] をク U ックして表示される中から選択します。 


♦ [〇]をク U ックして昇降順を選択します。 


参ここをクリックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 
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スケジュールデータの編集をする 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


スケジュールデータを新しく作成して、本体に登録する 

①「スケジュール」でスケジュールデータを入力します。 風「スケジュール」で[通信] x ニューの[パソコン与携帯電話] 

® ケープルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま を実行して、本体にデータを書さ込みます。 

す。 


本体のスケジュールデータを編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

( D 「スケジユール」で随信] にユーの [携帯電話与パソコン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風「スケジュール」でスケジュールデータを編集します。 

® 「スケジュール」で[通信] X ニューの [パソコン 与携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


「スケジュール」のウインドウについて 


♦ スケジュールデータの編集や記念曰の設定がでさます。 

♦ 「スケジュール編集」でスケジュールの入力、編集を行い 
ます。 

「スケジュールー覧」にスケジュールの内容が表示されま 
す。 

《「スケジュールー覧」では、スケジュールデータに番号が 
ついて表示されます。 

♦ 「スケジュールー覧」のスケジュールデータを行毎に「行 
コピー」や「行削除」などの操作をすることがでさます。 

「スケジュールー覧」の行を選択して、[編集]メニューまた 
はボタンから、操作を選択してください。 


♦ 同じ曰、同じ時刻に複数のスケジュールを登録することが 
でさます。 

♦ 「スケジュール」で入力でさるのは、曰0日件までです。 


にュー 

ボタン 



r スケジュール編集」 


r スケジュールー覧」 


「機能選択」バー 
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「スケジュール」の入力のしかた 


♦ 「スケジュール編集」で入力したい項目（入力欄）をクリッ 
クすると、入力でさるようになります。キーボードの [ Tab ] 
キーを巧すと;欠の項目に移動していさます。 

《日時を入力するときは、入力欄の左端にカーソルを表示 
させるか、入力欄の文字をすべて選択して反転表示さ 
せてから、入力してください。 

り行の数字を入力するときは、頭に「0」をつけて2巧の数 
字にして入力してください。 

《時刻は、24時間表示で入力してください。 

《アラーム音量は、スライダで選択してください。アラー 
ム音量選択スライダのち側に音量が表示されます。 

♦ 「スケジュールー覧」で編集したいスケジュールデータの 
行をク U ックすると、「スケジュール編集」にデータが表示 
され、編集することがでさます。 

「スケジュールー覧」ではキーボードの矢印キー [ t ] ま 
たは [ i ] で、上下に移動することができます。 


♦ スケジュールデータをすべて入力した6、[追加]または[要 
新]をク U ックします。 

[追加]をク U ックすると、「スケジュールー覧」にデー 
夕を追加します。 

[更新]をク U ックすると、「スケジュールー覧」で選択さ 
れていたデータを更新します。 

♦ 「スケジュール編集」の入力欄をすべて未入力の状態に戻 
したいとさは、[ク U ア]をク U ックします。 

♦ スケジュールに記怠曰を設定するときは、[ツール] X - ZL - 
の[記念曰設定]を選択するか、[記急曰設定]ボタンをク 
U ックします。 


「記念日設定」の入力のしかた 


♦ 「記怠曰編集」で入力したい項目（入力欄）をク U ックす 
ると、入力でさるよラになります。キーボードの [ Tab ] 
キーを押すと次の項目に移動していさます。 

《記念曰を入力するとさは、入力欄の左端にカーソルを表 
おさせるか、入力欄の文字をすべて選択して反転表おさ 
せてから、入力してください。 

り行の数字を入力するときは、頭に「0」をつけて2巧の数 
字にして入力して < ださい。 

♦ 「記急曰一覧」で編集したい記怠曰データの行をク U ック 
すると、「記念日編集」にデータが表示され、編集すること 
がでさます。 

「記怠曰一覧」ではキーボードの矢印キー [t ] または [i ] 
で上下に移動することができます。 

♦ 設定ちまの選択により、記念曰の入力欄が異なります。 
「通常設定」を選択した場を、記怠曰には月日を入力して 
<ださい。 

「曜日設定」を選択した場合、記怠曰は特定の月と曜日を 
選択してください。 


♦ 記急曰データを入力した6、[追力日]または廣新]をク U ッ 
クします。 

[追加]をク U ックすると、 r 記怠曰一覧」にデータを追加 
します。 

[更新]をク U ックすると、 r 記怠曰一覧」で選択されてい 
た データを 更新します。 

♦ r 記急曰一覧」で記念曰データを選択して、梢 I 」除]をク U ッ 
クすると、データを削除することがでさます。 

♦ 「記念日設定」で入力できるのは、3日件までです。また 
同じ曰に己件（通常設定4件、曜日設定]件）までの記 
急曰設定をすることがでさます。 



r 記念曰編集」 


「記念曰一覧」 


• ここをク U ックすると、何を実行 
しないで元に戻ります。 
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各欄の入力制限 


♦ 開始曰時、終了曰時、アラーム曰時 
半角数字のみ入力でさます。 

《終了日時は、開始日時より後の日時にしてください。 

またアラーム日時は、終了日時より前の日時にしてください。 

♦ 保護 

保護の [n] をチェックして、保護、非保護を選択してください。 

参シークレット 

シークレットの [□] をチェックして、シークレット、非シークレットを選択してください。 

♦ 処理 

処理の [n] をチェックして、処理、未処理を選択してください。 

♦ 繰り返し設定 

繰り返し設定欄ちの [▼] をク U ックして表示される設定の中から選択して<ださい。 

参着信音パターン 

着信音パターン欄ちの [▼] をク U ックして表おされる着信音の中から選択してください。 

♦ スケジュール ><モ 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、1日日艾字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、2□日文字まで入力でさます。 

♦ アイつン 

アイコン欄ちの [▼] をク U ックして表示されるアイコンの中か6選択してください。 

♦ 待受画面アイコン表示 

待受画面アイコン表示の [□] をチェックして、本体待受画面でのスケジュールアイコンの表示、非表示を選択してくださし、。 
♦ アラーム 音量 

スライダでアラーム音量を選択してください。 

♦ 設定ちま 

設定ちま欄ちの [▼] をク U ックして表示される設定の中か6選択してください。 

♦ 記急曰 

「通常設定」を選択している場合、半角数字のみ入力できます。 

「曜日設定」を選択している場を、各入力欄ちの [▼] をク U ックして表示される中から選択してください。 

♦ 記急曰内容 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、日文字まで入力でさます。 

半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 日文字まで入力でさます。 
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「スケジュール」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラとさは、必ずケーブ 
ルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源を入 
れてから実行して < ださい。 


♦ 「パソコン与携帯電話」「スケジュール消去」のデータ転送 
中に「通信中」のウィンドウで[中断]をク U ックして、 
データ転送を中断した場合でち、本体のスケジュールデー 
夕は元に戻りませんのでごま意ください。 


本体のスケジュールデータをパソコンに読み込む 


①随信]ニューの[携帯電話=>パソ]ン]を選択します。 

または、[携帯電話^パソコン]ボタンをクリックします。 
® 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

《記怠曰データをあわせて読み込む場合は、「記怠曰読み 
込み」の [□] をチェックしてください。 

(D [0 K ] をク U ックすると、本体からスケジュールデータを 
読み込みます。 

♦ [携帯電話^パソコン]の操作をしたとさに「スケジュー 
ルー覧」にスケジュールデータが表示されている場をは、 r 現 
在のファイルに追加する」の [□] をチェックすると、新 
たに読み込んだスケジュールデータをすでに表示されてい 
るスケジュールデータに追加することがでさます。 

このとさ、記怠曰データをあわせて読み込むことはでさま 
せん。 


《 r 現在のファイルに追加する」をチェックした場合は、 r 読 
み込み位置」を選択してください。 

「読み込み位置」の「現在行へ」を選択するとさは、「携帯 
電話^パソコン」のウインドウを開く前に、「スケジュール 
一覧」でスケジュールデータを選択してください。 

《スケジュールデータを読み込んだとさ、着信音パターンに 
固定データ（ブヴ ー、 効果音、><1□ディ、バイブレータなど） 
於外が設定されていた場合は、通常アラームに変換されま 
す。 



参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにクリックします。 


パソコンのスケジュールデータを本体に書さ込む 


①随信 ]にューの [パソコン 与携帯電話]を選択します。 

または、[パソコンづ携帯電話]ボタンをク U ックします。 

® 「パソコンづ携帯電話」のウィンドウが表示されます。 ® 

(下図） 

® 「全スケジュール書き込み」または「選択行書き込み」を 

選択します。 

《「全スケジュール書さ込み」を選択すると、本体に登録さ 
れていたスケジュールデータをすべて削除して、新しい 
データを書さ込みます。 

《 r 選択行書き込み」を選択すると、本体に登録されていた 
スケジュールデータをすべて削除して、「スケジュール 
一覧」で選択しているスケジュールデータのみを書さ込 
みます。 

「選択行書き込み」をするときは、 r パソコン与携帯電話」 

のウインドウを開く前に、「スケジュールー覧」でスケ 
ジュールデータを選択してください。 



《記念日データちあわせて書き込む場をは、「記急曰書き 
込み」の [□] をチェックしてください。 

[0 K ] をク U ックすると、本体にスケジュールデータを書 
さ込みます。 

《スケジュールデータの書さ込みを実行すると、本体に登 
録されていたスケジュールデータをすべて削除して、新 
しいデータを書さ込みます。 


♦ [〇]をクリックしてデータ範面を選択します。 


♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ちまや COM ポートを変更するときにク U ックします。 
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本体のスケジュールデータをすべて消去する 


①随信] にューの [全スケジュール消ま]を選択します。 
® 「全スケジュール消ま」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

《記念曰データをあわせて消去するとさは、「記念曰を消 
去する」の [□] をチェックしてください。 


③[日 K ] をク U ックすると、本体のスケジュールデータを消 
去します。 

《一度消去したデータは、元に戻すことがでさませんので、 
ごを意くださし、。 


全スケジュール消去 


巧巧を話のスケジュールを消去します。 



厂 説覆 Bf — を消去—ずる'® 









♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 


風言設ミ—— ♦ 接続ちまや COM ポートを変更するときにク U ックします。 


スケジュールデータを並べ替える 


①[ツール] に = L - の [並べ誓え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「最優先される項目」隔腳 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、指定の順番で並べ替えを行いま 
す。 


• 「スケジュールー覧」の「開始曰時」「スケジュールモ」 
などの見出しをク U ックすると、その項目で並べ替えを行 
ラことがでさます。 

並べ誓えの順番（昇順、降順）は、1回ク U ックするごとに、 
切り誓わります。 



♦ [▼] をク U ックして表示される中か6選択します。 


♦ [〇]をク U ックして昇降順を選択します。 


参ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 
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ユーザ辞書の編集をずる 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


ユーザ辞書を新しく作成して、本体に登録する 

①「ユーヴ辞書」でデータを入力します。 風「ユーヴ辞書」で[通信]メニューの[パソコン与携帯電話] 

® ケープルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま を実行して、本体にデータを書さ込みます。 

す。 


本体のユーザ辞書を編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「ユーヴ辞書」で[通信] にューの [携帯電話与パソコン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風「ユーヴ辞書」でデータを編集します。 

® 「ユーヴ辞書」で[通信] X ニューの [パソコン 与携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


r ユーザ辞書」のウインドウについて 


♦ ユーヴ辞書のデータの編集がでさます。 

♦ 「ユーヴ辞書編集」でユーヴ辞書の入力、編集を行います。 
「ユーヴ辞書一覧」にユーヴ辞書の内容が表示されます。 

《「ユーヴ辞書一覧」では、ユーヴ辞書のデータに番号が 
ついて表示されます。 


♦ 「ユーヴ辞書一覧」のデータを行毎に r 行コピー」や r 行削除」 
などの操作をすることがでさます。 

「ユーヴ辞書一覧」の行を選択して、[編集] >(ニューまた 
はボタンから、操作を選択してください。 

♦ 「ユーヴ辞書」で入力でさるのは、己0日件までです。 



r 機能選択」バー 


r ユーヴ辞書編集」 


r ユーヴ辞書一覧」 
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「ユーザ辞書」の入力のしかた 


♦ 「ユーヴ辞書編集」で入力したい項目（入力欄）をク U ッ 
クすると、入力でをるようになります。キーボードの [ Tab ] 
キーを押すと次の項目に移動していさます。 

♦ 「ユーヴ辞書一覧」で編集したいデータの行をク U ックす 
ると「ユーヴ辞書編集」にデータが表示され、編集するこ 
とがでさます。 

「ユーヴ辞書一覧」ではキーボードの矢印キー [ t ] また 
は [ i ] で、上下に移動することができます。 


♦ ユーヴ辞書のデータをすべて入力した6、[追加]または[要 
新]をク U ックします。 

「追加」をク U ックすると、「ユーヴ辞書一覧」にデータを 
追加します。 

[更新]をク U ックすると、「ユーヴ辞書一覧」で選択さ 
れていたデータを更新します。 

♦ 「ユーヴ辞書編集」の入力欄をすべて未入力の状態に戻し 
たいとさは、[ク U ア]をク U ックします。 


各欄の入力制限 


• 読み 

全角ひらがなのみ] 2文字まで入力でさます。 

♦ 語句 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字と半角カタカナ、英字、数字を、全角、半角にかかわらず24文字まで入力でさます。 


r ユーザ辞書」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラときは、必ずケー 
ブルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源 
を入れてから実行してください。 


♦ 「パソコン与携帯電話」 r 全ユーヴ辞書消去」のデータ転送 
中に「通信中」のウィンドウで[中断]をク U ックして、 
データ転送を中断した場合でを、本体のユーヴ辞書のデー 
夕は元に戻りませんのでごを意ください。 


本体のユーザ辞書をパソコンに読み込む 


①随信] に 3— の [携帯電話与パソコン]を選択します。 

または、[携帯電話づパソコン]ボタンをク U ックします。 

(D 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

③ [0 K ] をク U ックすると、本体からユーヴ辞書を読み込み 
ます。 

♦ [携帯電話^パソコン]の操作をしたとさに「ユーヴ辞書 
一覧」にデータが表示されている場合は、「現在のファイル 
に追加する」の [□] をチェックすると、新たに読み込ん 
だデータをすでに表示されているデータに追加することが 
でさます。 


《「現在のファイルに追加する」をチェックした場合は、「読 
み込み位置」を選択してください。 

「読み込み位置」の「現在行へ」を選択するとさは、「携帯 
電話^パソコン」のウィンドウを開く前に、「ユーヴ辞書一 
覧」でデータを選択してください。 



♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 
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パソコンのユーザ辞書を本体に書さ込む 


①[通信]六ニューの[パソコンづ携帯電話]を選択します。 

または、[パソコン^携帯電話]のボタンをク U ックします。 
③「パソコンづ携帯電話」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

③「全ユーヴ辞書書さ込み」または「選択行書さ込み」を選 
択します。 

《「全ユーヴ辞書書き込み」を選択すると、本体に登録され 
ていたデータをすべて削除して、新しいデータを書さ 
込みます。 


《 r 選択行書さ込み」を選択すると、本体に登録されていた 
データを すべて削除して、「ユーヴ辞書一覧」で選がし 
ているデータのみを書さ込みます。 
r 選択行書き込み」をするとさは、 r ノコンづ携帯電話」 
のウィンドウを開く前に、「ユーヴ辞書一覧」でデータ 
を選択してください。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体にデータを書き込みます。 



♦ [〇]をク U ックしてデータ範囲を選択します。 

• ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ちまや C 日 M ポートを変更するとさにク U ックします。 


本体のユーザ辞書をすべて消去する 

①随信] にューの [全ユーヴ辞書消去]を選択します。 風にのをク U ックすると、本体のデータを消去します。 

® 「全ユーヴ辞書消去」のウィンドウが表示されます。（下図） 《一度消去したデータは、元に戻すことができませんのでご 

ミ主意ください。 



♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続ちまや C 日 M ポートを変更するとさにク U ックします。 


ユーザ辞書のデータを並べ替える 


①[ツール] にューの [並べ替え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「最優先される項目」隔腳 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

® [ OK ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 
す。 


♦ 「ユーヴ辞書一覧」の「読み」「語句」の見出しをクリック 
すると、その項目で並べ誓えを行ラことができます。 

並べ替えの順番（昇順、降順）は、]回ク U ックするごと 
に切り誓わります。 



♦ [▼] をクリックして表示される中から選択します。 


♦ [〇]をク U ックして昇腳眞を選択します。 


♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 
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♦ フ1」一 X モデータの編集がでさます。 

♦ 「フリー X モ編集」でフ U —メモの入力、編集を行います。 
「フリー X モー覧」にフ U —メモの内容が表示されます。 

《「フ U —;><モー覧」では、フ U —モ番号は「番号」欄 
に表示されます。 


♦ 「フ U —;><モー覧」のフリー六モデータを行毎に r 行コピー」 
や「行削除」などの操作をすることがでさます。 

「フ U — ><モー覧」の行を選択して、[編集] ニューまた 
はボタンから、操作を選択してください。 

♦ 「フ U —モ」で入力でさるのは、己日0件までです。 


にュ- 

ボタン 


r フ U —方モ編集」 


r フリー方モー覧」 


「機能選択」バー 


フリーメモの編集をずる 


基本的な使用例 


基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


フリーメモデータを新しく作成して、本体に登録する 


①「フ U — X モ」でフ U — ><モデータを入力します。 

® ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま 
す。 


風「フモ」で随信]メニューの[パソコン与携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書き込みます。 


本体のフリーメモデータを編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「フリー><モ」で[通信] X ニユーの[携帯電話与パソコン] 
を実行して、パソコンにデータを読み込みます。 


風「フ U — モ」でフ U — モデータを編集します。 

® 「フ U - X モ」で随信] X ニユーの[パソコン与携帯電話] 
を実行して、本体にデータを書さ込みます。 


「フリーメモ」のウインドウについて 


□回因 


を巧題- . 


ill 軍 S '一硕 


A - V 

路臺 * 巧賣"； 


40 


























「フリーメモ」の入力のしかた 


♦ 「フ U — X モ編集」で入力したい項目（入力欄）をク U ッ 
クすると、入力でをるようになります。キーボードの [ Tab ] 
キーを押すと次の項目に移動していさます。 

♦ 「フ1」一モー覧」で編集したいデータの行をク U ックす 
ると、「フ U — X モ編集」にデータが表示され、編集するこ 
とがでさます。 

「フ U — x モー覧」ではキーボードの矢印キー [ t ] また 
は [ i ] で、上下に移動することができます。 


♦ フ U ->< モデータをすべて入力した6、蹈加]まには展新] 
をク U ックします。 

[追加]をク U ックすると、「フ U — ><モー覧」にデータを 
追加します。 

[更新]をク U ックすると、「フ U —;><モー覧」で選択され 
ていたデータを更新します。 

♦ 「フ I 」一 x モ編集」の入力欄をすべて未入力の状態に戻し 
たいとさは、[ク U ア]をク U ックします。 


各欄の入力制限 

♦ 番号 

「001」〜「己00」までの3巧の半角数字のみ入力でさます。 

♦ フ U —><モ 

全角ひらがな、漢字、カタカナ、英字、数字のみのとさは、已日文字まで入力でさます。 
半角カタカナ、英字、数字のみのとさは、 ] 日日文字まで入力でさます。 


「フリーメモ」での操作のしかた 


♦ 本体とパソコンの間でデータ転送を行ラときは、必ずケー 
ブルで本体とパソコンを接続して、本体とパソコンの電源 
を入れてから実行してください。 


♦ 「パソコン与携帯電話」「フリー>(モ初期化」のデータ転送 
中に「通信中」のウィンドウで[中断]をク U ックして、 
データ転送を中断した場合でを、本体のフ U —><モデータ 
は元に戻りませんのでごミ主意ください。 


本体のフリーメモデータをパソコンに読み込む 


①[通信]メニューの[携帯電話与 パソコン] を選択します。 

または、[携帯電話^パソコン]ボタンをクリックします。 
@ 「携帯電話^パソコン」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

③ [0 K ] をク U ックすると、本体からフ U — ><モを読み込み 
ます。 

♦ [携帯電話^パソコン]の操作をしたとさに「フ U —;><モ 
一覧」にフ U — ><モデータが表示されている場合は、「現在 
のファイルに追加する」の [□] をチェックすると、新た 
に読み込んだデータをすでに表示されているデータに追加 
することがでさます。 


《「現在のファイルに追加する」をチェックした場合は、「読 
み込み位置」を選択してください。 

「読み込み位置」の「現在行へ」を選択するとさは、「携帯 
電話^パソコン」のウインドウを開く前に、「フ U モー 
覧」でデータを選択してください。 



♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 
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パソコンのフリーメモデータを本体に書き込む 


①[通信] ニューの[パソコンづ携帯電話]を選択します。 

または、[パソコン^携帯電話]ボタンをク U ックします。 
③「パソコンづ携帯電話」のウィンドウが表示されます。 
(下図） 

③「全フ U — ><モ書さ込み」または「選択行書き込み」を選 
択します。 

《「全フ U — モ書き込み」を選択すると、本体に登録さ 
れていたフ U — ><モをすベて削除して、新しいデータ 
を書を込みます。 


《 r 選択行書き込み」を選択すると、本体に登録されてい 
たフ U —><モをすベて削除して、「フ U —:><モー覧」で 
選択しているフ U —;><モデータのみを書さ込みます。 
r 選択行書さ込み」をするとさは、 r パソコン与携帯電言舌」 
のウィンドウを開く前に、「フリーメモー覧」でフリー 
；><モデータを選択してください。 

® [ OK ] をク U ックすると、本体にフリー><モデータを書き 
込がます。 


♦ [〇]をクリックしてデータ範囲を選択します。 



参ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ 接続ちまや C 日 M ポートを変更するとさにク U ックします。 


本体のフリーメモデータを初期化する 

①随信] に 3- の [フ IJ - メモ初期化]を選択します。 ( D にに]をク U ックすると、本体のフ U - メモデータを初期 

® 「フ U — X モ初期化」のウィンドウが表示されます。 化します。 

(下図） 



♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 

♦ 接続ちまや C 日 M ポートを変更するとさにク U ックします。 
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本体のフリーメモデータを並べ替える 


①[ツール] に IL - の [並べ誓え]を選択します。 

(D 「並べ誓え」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「最優先される項目」隔腳 I 員」を選択します。 

必要であれば、「2番目に優先される項目」「昇降順」を選 
択します。 

@ [0 K ] をク U ックすると、指定の順番で並べ誓えを行いま 

す。 


♦ 「フ U —メモー覧」の「番号」「フ U —メモ」の見出しをク 
U ックすると、その項目で並べ誓えを行ラことがでさます。 
並べ誓えの順番（昇順、降順）は、1回ク U ックするごとに、 
切り誓わります。 



♦ [▼] をクリックして表示される中から選択します。 


♦ [〇]をクリックして昇降順を選択します。 


♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


フリーメモの番号の自動振り直しをする 


♦ 編集、並べ替えをしたデータが番号順に並んでいないとさ、 
順番に番号を振り直します。 

①[ツール] にューの [番号振り直し]を選択します。 

(D 「番号振り直し」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「振り直し範囲」を選択して、 [ OK ] をク U ックすると、 
番号の振り直しを行います。 


《振り直す番号を特定の数字か6始めたいときは「始まりの 
番号」に数字を入力します。 

「始まりの番号」を入力しないときは、番号「001」から 
番号の振り直しを行います。 

《「番号振り直し」を実行すると、実行前の番号に戻すこと 
はでさませんのでごミ主意ください。 



♦ [〇]をク U ックして振り直し範囲を選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ 振り直す番号を特定の数字か6始めたいとさに入力します。 
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着信音編集をする 



基本的な使用例 


♦ 基本的な使用例の手順を記載します。 

データの入力のしかたは、それぞれの項目をご参照ください。 


メ□ディ着信音を新しく作成して、本体に登録する 


①「着信音編集」で□ディ着信音を作成して、ファイル保 
存します。 

® ケープルで本体とパソコンを接続し、本体の電源を入れま 
す。 


風保存した><1□ディ着信音のファイルを「データフォルダ」 
で[インポート]して表示し、随信] にューの [パソ]ン 
づ携帯電話]を実行して、本体にファイルを書さ込みます。 


本体に登録しているメ□ディ着信音を編集して、再び本体に登録する 


①ケーブルで本体とパソコンを接続し、本体とパソコンの電 
源を入れます。 

(D 「データフォルダ」で[通信]メニューの[携帯電話^パ 
ソコン]を実行して、パソコンにファイルを読み込みます。 


風「着信音編集」で□ディ着信音のファイルを開いて編集 
し、ファイルを上書さ保存します。 

® 「データフオルダ」で随信] にューの [パソコン与携 
帯電話]を実行して、本体にファイルを書き込みます。 


「着信音編集」のウィンドウについて 


♦ 本体やデータ U ンクソフトで作成した X □ディ着信音の編 
集がでさます。 

《□ディ着信音入力画面では、^イン><1□ディ、サブ方 □ 
ディ1、ヴプ><1□ディ2の3種類の;><1□ディを入力する 
ことがでさます。 

♦ 「着信音入力」で><1□ディの入力、編集を行います。 

「着信音表示」にメ□ディが表示されます。 

♦ >(□ディ着信音入力画面の r 着信音入力」ち側に、 x □ディ 
着信音の曲名が表示されます。 


♦ 各メ□ディには、音符と休符をあわせてそれぞれ] 28個 
まで使用することがでさます。 

《作成した着信音をパソコンでテスト再生することがでさま 
す。 

パソコンでテスト再生したときのテンポ-音色は、本体の 
着信音のテンポ•音色とは異なります。着信音の最終確認は、 
本体で行ってください。 

テスト再生をするためには、パソコンに MIDI 再生機能が 
必要です。 


にュー 

ボタン 



r 着信音表示」 


鍵盤 


r 這信音入力」 


「機能選択」バー 


音符 


休符 


付点=連符 


44 





































着信音編集の入力のしかた 


♦ ><1□ディ着信音入力画面は、縦方向に3つの別々の五線が並 
んでいます。上から順に、メイン><1□ディ、サブ><1□ディ1、 
サブ;>(|□ディ2となります。それぞれの五線に入力したメロ 
ディを3つ同時に再生します。 

①「着信音入力」の r 音符」をク U ックして選択します。また 
は、キーボードから半角数字 （1 〜己）を入力して選択しま 
す。なに「鍵盤」か6音の高さを入力して、□ディを作成 
します。入力する音符は、「音符」をク U ックして選択しな 
おすまで、同じちのが選択され続けます。 

「休符」をク U ックすると、休符が入力されます。または、 
キーボードから半角数字 （6 〜 0) を入力すると、休符が 
入力されます。 

音符に付点をつけたいときは、付点をつける音符を選択して 
から、 r 付点」をク U ックしてください。または r 付点」をク 
U ックしてか6、音の高さを入力すると、付点のついた音符 
を入力することができます。音符を兰連符にしたいときは、 
王連待にする音符を3つ選択してから、「兰連待」をクリッ 
クしてください。または r 云連符」をク U ックしてから、音 
の高さを3つ入力すると兰連待を入力することがでさます。 

《付点をつけることができるのは、に分音符、4分音符、 
8分音符、2分休符、4分休符、8分休符」です。 

また、兰連符にできるのは、「4分音符、8分音符」です。 
《[表示調整]ボタンをク U ックすると、音符の音の長さに 
合わせて、五線譜の表示を行います。[表示調整]ボタンを 
ク U ックする毎に、五線譜の表示を切り替えます。または、 
[ツール] に a - の [表示調整]を選択します。 

③[設定]メニューの[曲名•テンポ■音色の設定]を選択 
すると、着信音の曲名を入力することがでさます。また着 
信音のテンポと着信音をパソコンでテスト再生するときの 
音色を選択することがでさます。 

巧名を入力するとさは、曲名欄をク U ックしてください。 
曲名として入力でさるのは、全角2己艾字または半角己0 
文字までです。 

テンポ欄ちの[▼]、音色欄ちの [▼] をク U ックして選択 
してください。巧名は、「着信音入力」の一番ち側に表おさ 
れます。 

③ [設定] にューの [伴奏コード入力]を選択して、着信 
音の伴奏コードを入力することがでさます。 


ジャンル選択欄ちの [▼] をク U ックして伴奏のジャンルを 
選択します。 U ズムをつける場合は、 U ズムありの [□] 
をチェックし、 エコーを つける場をは、 エコーの [ n ] を 
チェックしてください。 

伴奏コードは、ル節ごとに入力することができます。伴奏 
コードを入力するときは、「伴奏コード入力」ウィンドウ 
下部の「伴奏コードー覧」で入力する小節を選択してから、 
キー欄ちとコードタイプ欄ちの [▼] をク U ックして選択 
してください。ル節欄ちの [▼] をクリックして、入力す 
る小節を選択することちできます。 

《キーとコードタイプを変更するときは、 r 伴奏コードー覧」 
で変更する小節を選択して、キー欄とコードタイプ欄に 
データを表示してか6変更してください。 

《「伴奏コードー覧」では、キーボードの矢印キー [ t ] 
または [ i ] で上下に移動することができます。 

♦ 「着信音表示」の音符や休符を削除するときは、削除したい 
音符や休符を選択して、悄リ除]をク U ックします。 

♦ 「着信音表示」のディをすべて削除するとさは、[全削 
除]をク U ックします。 

3つの五線毎にそれぞれのメ□ディをすべて削除することが 
できます。削除したい五線に力ーソルを移動してから、[パー 
h 削除]をク U ックして<ださい。 

♦ X □ディの途中に音符を追加するときは、「着信音表示」で 
音符を選択して、「鍵盤」から音の高さを入力すると、選択 
していた音巧の前に追加されます。 

♦ 入力した音符の音の高さや長さを変えるとさは、「着信音表 
示」で変えたい音符を選択し、[ツール] ニューから操作 
を選択すると変えることがでさます。 

♦ [テスト再生]をク U ックすると、方□ディをパソコンで再 
生することができます。[テスト再生]をク U ックすると、 
3つの;□ディをすべて再生します。 

各 X □ディごとにテスト再生することができます。再生し 
たいメ□ディの音符を選択して[パート再生]をクリック 
すると、選択していた範囲のみを再生します。音符を選択 
していないとさは、カーソルのある><1□ディの音符をすべて 
再生します。 

再生するときの音色は、[設定] ニューの[巧名-テンポ’ 
音色の設定]の音色欄で選択したをのとなります。 

音色の選択は、テスト再生時のみ有効です。音色欄に番号 
が表示されている場をは、 MIDI 音源の番号です。ご使用の 
パソコンによって、再生できる音色の種類は異なります。 


にュー 

ボタン 



r 着信音凌;^」 


鍵盤 


r 着信音入力」 


r 機能選択」バー 音符 
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休符 


付点王連符 



































ファイル操作のしかた 


ファイルを読み込む 


①[ファイル]メニューの關く]を選択します。または、關く] 
ボタンをク U ックします。 

® 「開く」または「ファイルを開く」のウィンドウが表おさ 
れます。（下図） 

® 「ファイルの場所」「ファイル名」「ファイルの種類」の各 
欄を選択または入力して、[開く]をク U ックすると、ファ 
イルを読み込みます。 

《「ファイルの種類」は、読み込むファイルにをわせて 
選択してください。 

《読み込めるのは、次の形式のファイルのみです。 

モ U ダイヤル」ウィンドウのとさ 
. >(モ U ダイヤルファイル （* . MDL ) 

- MOVA DATA LINK Verl フアイル （* . CSV ) 
• CSV ファイル（グループ付き） （*. CSV ) 

• CSV ファイル（グループなし） （*. CSV ) 

《「_><モ U ダイヤルー覧」に表示されているデータに 
ファイルごと追加するときは、[ファイル] ニュー 
の[ファイルから追加]を選択します。 

ール」ウィンドウのとさ 
-メールファイル （* . DML ) 

-ショートメールファイル （* . SML ) 

-テキストファイル （* TXT ) 

※ショート ールファイルやテキストファイルを開くと 
きは、[ファイル] ニューの[インポート]を選択し 
ます。 

「データフオルダ」ウィンドウのとき 
. 静止画ファイル （* JPEG ) 

. 静止画ファイル （* . JPG ) 

-静止画ファイル （* . GIF ) 

-動画ファイル （* . GIF ) 

-動画ファイル （* . ASF ) 

- MR ファイル （* . MLD ) 

-旧着信音ファイル （* . MLD ) 

- M 円ファイ J レ MOM (* . MOM ) 

「音声着信音」ウィンドウのとさ 
-音声着信音ファイル （* . MPM ) 


r プックマーク」ウィンドウのとき 
. プック マークファイル （* . BMK ) 

嫁「ブック マーク ー覧」 に 表示されている データに ファ 
イルごと追加するときは、[ファイル] にューの [ファ 
イルか6追加]を選択します。 

「スケジュール」ウィンドウのとき 
-スケジュールファイル （* . MSC ) 

「スケジュールー覧」に表示されているデータにファ 
イルごと追加するとさは、[ファイル]ニューの[ファ 
イルから追加]を選択します。 
r ユー ヴ辞書」ウィンドウのとさ 
-ユー ヴ辞書ファイル〇 . MUD ) 

《「ユーヴ辞書一覧」に表示されているデータにファイ 
ルごと追加するときは、[ファイル]六ニューの[ファ 
イルから追加]を選択します。 
r フ|」一><モ」ウィンドウのとさ 
-フ11-><モファイル （* . MFM ) 

《「フ U —><モー覧」に表示されているデータにファイ 
ルごと追加するときは、[ファイル]メニューの[ファ 
イルか6追加]を選択します。 
r 着信音編集」ウィンドウのとさ 
- MR ファイル （* . MLD ) 

•着信音ファイル MLX (*. MLX ) 

-着信音ファイル V 2 (* . ML 2) 

-着信音ファイル （* . ML 1) 

-旧着信音ファイル （* . MLD ) 



♦ [▼] をク U ックして表おされる中か6選択します。 

♦ ファイル名を入力します。ファイルの拡張テは、読み込むファ 
イルにをわせて入力してください。 


♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


♦ [▼] をク U ックして表示される中か6、読み込むファイルにを 
わせて選択してください。 
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ファイルか 5 追加する 


♦ 下記のウインドウで、データー覧に表示されているデータ 
にファイルごとデータを追加します。 

-「 X モ U ダイヤル」 

-「プックマーク」 

-「スケジュール」 

-「ユーヴ辞書」 

-「フリー六モ」 

①読み込むデータのウィンドウを表示します。 

③[ファイル] にューの [ファイルから追加]を選択します。 


風「ファイルか6追加」のウィンドウが表示されます。（下図） 
® 「読み込む位置」を選択します。 

《 r 現在行へ」 を 選択するとさは、「ファイルから追加」の 
ウィンドウを開く前に、 データ ー覧で データを 選択し 
て < ださい。 

《 ><モリダイヤルデータを追加する場をは、「ファイルの 
種類」ち選択してください。 

⑥[日のをク U ックすると、データを追加します。 


rx モ U ダイヤルの場を」 



♦ [〇]をク U ックして追加するファイルの種類を選択します。 


♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 
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ファイルをインポートする 
「メール」でファイルをインポートする 


♦ 「メール」ウィンドウでショートールファイルやテキス 
トファイレを読み込みます。 

①[ファイル]メニューの[インポート]を選択します。 

® 「インポート」のウィンドウが表示されます。（下図） 

® インポートするファイルを選択します。[変更]をク U ックす 
ると、インポートするファイルを選択する「インポートファ 
イル」のウィンドウが表示されます。 

《各欄の入力のしかたは、「開く」と同様です。 

® @で選択したファイルのデータの「インポートする範團」 
を入力します。 

《「受信 X - ル」 r 送信ル」 r 定型文」のラち、ィンポー 
卜するファイルのデータに対応する欄に入力してくだ 
さい。 



(例：ファイルデータが、「受信 x —ル」の場合、「受信 x — 
ル」の「インポートする範囲」の欄に入力してください。） 
⑥ [ OK ] をク U ックすると、選択したファイルデータに対応 
する保管箱に データを 読み込みます。 

♦ 「インポート」の操作をしたときにい <— ルー覧」にデータが 
表示されている場をは、「現在のデータに追加」の [□] を 
チェック すると、新たに読み込んだデータをすでに表おさ 
れているデータに追加することがでさます。 


♦ ここをクリックすると、何も実行しないで元に戻ります。 


「データフオルダ」でファイルをインポートする 

♦ 「データフオルダ」ウィンドウでファイルを読み込みます。 ④[日 K ] をク U ックすると、選択したファイルがコピーされ 

①[ファイル] X ニューの[インポート]を選択します。 て「データフオルダー覧」に表示されます。 

(D 「インポート」のウィンドウが表示されます。（下図） 

③インポートするファイルを選択します。 

《ファイルは、複数選択することがでさます。 

《インポートできるのは、]ファイル2日 0 K 巨じ(下のファ 
イルです。 

画像ファイルの場含、画像サイズが横長 VGA ( W 日4日 X 
H 480) 政下または縦長 VGA ( W 480 X H 64 0) 政 
下のファイルのみインポートでさます。 

また JPEG ファイルに Exif 情報がある場を、それらの 
情報は削除されます。 

動画 （ ASF ) ファイルの場を、画像サイズが SQCIF 
( W 128 XH 日日）または日 CIF ( W 17 日 XH 144) の 
ファイルのみインポートでさます。 


インポート 


旧 !^ データ U ンク 
田りマイドキュメント 
旧む N が Hood 
困日 Print Hood 
田け Recent 
田り SendTo 
田尸 !> I'empiates 
田け User Data 
田回 WINDOWS 
田 iSl スタート乂ニュー 
田むデスクトツブ 
田け T7BC3~1*TAK 
D：¥Documents and SettingsMT.TakaeiMMy Documen わ W データ 


の的 25-14 33 51.jpg 
03 05 25-14 34 01 Jpc 
03 05 25-14 49 40.jpe 
03 05 25-16 09 37.asf 
03 05 如 - 13 08 34.jpe 
03 05 30-13 0914. jpf 
030602 .mid 



♦ ここをク u ックすると、何も実巧しないで元に戻ります。 
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r データフオルダ」でピクチヤ保存フオルダをインポートする 


♦ 「データフォルダ」ウインドウで、旧モデルのデータ U ン 
クソフトで保存した「ピクチャ保存フォルダ」のファイル 
をフォルダごと読み込みます。 

①[ファイル] にユーの [ピクチャ保をフォルダのインポー 
卜]を選択します。 

(D 「ピクチャ保存フォルダのインポート」のウインドウが表示 
されます。（下図） 

③[参照]をク U ックして表おされる「インポート」ウイン 
ドウで、インポートする r ピクチャ保存フォルダ」を選択し、 
[0 K ] をク U ックします。 


ビウチサな存フオルタのインポートウィザード H 



①[ファイル]メニューの[名前を付けて保存][上書き保存] 
のどちらかを選択します。または、[上書さ保を]ボタンを 
ク U ックします。 

(D 「名前を付けて保存」のウィンドウが表示されます。 

® 「保存する場所」「ファイル名」「ファイルの種類」の各欄 
を選択または入力して、[保を]をク U ックすると、フアイ 
ルを保をします。 


® [次へ]をクリックすると、「フォルダ」欄にインポートす 
るファイルを保をするフォルダが表示されます。 

《フォルダを変更する場合は、[参照]をク U ックして表 
示される r データ保存フオルダ設定 J ウィンドウで、フオ 
ルダを選択し、 [0 K ] をク U ックします。 

「新規フォルダ」をク U ックすると、そのとさ選択され 
ていたフォルダの中に新しいフォルダを作成すること 
がでさます。 

《「データ保存フォルダ」に保をされているファイルとイン 
ポートするファイルがあわせて2.000件を超える場含 
は、2,□日0件を超えるごとにサブフォルダを作成して 
保存します。 

⑤[完了]をク U ックすると、選択したデータ保存フオルダ 
にファイルがコピーされます。 


♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 


《下記のウィンドウでファイルを保存する場合、別売のデータ 
U ンクソフト for NTT DoCoMo POO 巨、 P 007 、POOS 
で使用でさるファイルとして保をすることがでさます。 
「ファイルの種類」に POOS 、 P 007、 P 008 が付記され 
ているので、ファイルを使用するデータ U ンクソフトにを 
わせて選択してください。 

-「><モ U ダイヤル」 

-けール」 

-「ブックマーク」 

-「スケジュール」 

-「ューヴ辞書」 

•「フ U - 六モ」.••ファイルの種類に POO 目、 P 007、 
P 008 が付記されていなくてち共 
通で使用することがでさます。 

《各欄の入力のしかたは、「開く」と同様です。 


ファイルを保存する 


ファイルをェクスポートする 


r データフオルタ'」でファイルをエクスポートする 


• 「データフォルダ」ウィンドウで、ファイルを保存します。 
①「データフォルダー覧」でエクスポートするファイルを選択 
します。 

《ファイルは、複数選択することがでさます。 

(D [ファイル]メニューの[エクスポート]を選択します。 

③「エクスポート」のウィンドウが表示されます。（ち図） 

® ファイルを保存するフォルダを選択して、 [0 K ] をクリッ 
クすると、ファイルを保存します。 

《フォルダを選択して、献規フオルタ]をク U ックすると、 
選択したフォルダの中に新しいフオルダを作成するこ 
とがでさます。 



• ここをク U ックすると、何を実行 
しないで元に戻ります。 
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印刷のしかた 



印刷する 


①印刷したいデータのある[機能ウィンドウ]を表示します。 
® [ファイル]メニューの[印刷]を選択します。または、[印 
刷]ボタンをク IJ ックします。 

® [印刷]ウィンドウが表示されます。（下図） 

® 「プ U ンタ名」「印刷範囲」「印刷部数」の各欄を選がまた 
は入力して、 [0 K ] をク U ックすると、印刷します。 


♦ 印刷結果をパソコンの画面で確認するときは、[ファイル] 
X ニューの[印刷プレビュー]を選択してください。または、 
[印刷プレビュー]ボタンをク U ックしてください。 

《印刷するプ U ンタ名や用紙の設定を変更するとさは、[ファ 
イル]メニューの[プ U ンタの設定]を選択してください。 



♦ [▼] をク U ックして表おされる中か6選択します。 


♦ [▲][▼] をク U ックして表示される中から選択します。 

♦ [〇]をク U ックして印刷範囲を選択します。「ページ指定」を 
選択した場合は、ページを入力してください。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 


プリンタの設定をする 


♦ 印刷するプ U ンタ名や用紙の設定を変更します。 

①[ファイル]メニューの[プ U ンタの設定]を選択します。 
(D 「プ U ンタの設定」のウインドウが表示されます。 

(下図） 



③「プリンタ名」「用紙」「印刷の向き」の各欄を選択して、 
[ OK ] をク U ックすると、プ U ンタの設定を行います。 


♦ [▼] をク U ックして表おされる中か6選択します。 

♦ [▼] をク U ックして表示される中か6選択します。 

♦ [〇]をク U ックして印刷の向きを選択します。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ [▼] をク U ックして表おされる中か6選択します。 
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印刷プレビューを表示する 


♦ 印刷イ>< ージをパソコンの画面で確認することができます。 
①[ファイル] ニューの[印刷プレビュー]を選択します。 

または、[印刷プレビュー]ボタンをク U ックします。 

(D 「印刷プレビュー」のウィンドウが表示されます。 

(下図） 

® ボタンをク U ックして、印刷や表示の拡大、縮小などを行 
います。 


♦ ボタンについて 
-脚刷] 

印刷をします。 

-[次ページ] 

次のページを表示します。 

-[前ぺージ] 

前のページを表示します。 

•にぺージ] 

2ページを同時に表示します。 

-[拡ガ 

表おを拡大します。 

-剛、] 

表おを縮ルします。 

-[閉じる] 

印刷プレビューを終了します。 

《ボタンの表示は、ご使用のパソコンや 0 S のバージヨン 
によって異なることがあります。 


ボタン 
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COM ポートを選択する 



♦ 本体とパソコンの接続ち法の選択、 COM ポートの選択を行 
います。 

①歐妇 にユーの [通信設定]を選択します。 

または、[通信設定]ボタンをク U ックします。 

(D 「通信設定」のウィンドウが表示されます。（下図） 

@ 「暗証番号」 rcoM ポート」の各欄を選択または入力します。 
「ケープル」欄で本体とパソコンの接続ち法を選択します。 
《「ケーブル」欄で 「 US 目データ U ンクケープル」を選択し 
た場をの COM ポートの確認のしかたは、 rCOM ポートを 
確認する」をお読みください。 


® [ OK ] をク U ックすると、設定が終了します。 

《「暗証番号」には、本体で使用している暗証番号を入力し 
ます。本体にお客様ご自身の暗証番号を登録していない場 
をは、入力しないでください。 

♦ COM ポートについての詳細は、パソコンの取扱説明書を 
お読みくださし、。 



♦ 本体で使用している暗証番号を入力します。 

♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 
♦ [▼] をク U ックして表示される中か6選択します。 


♦ [▲][▼] をクリックして表示される中から選択します。 


52 




















COM ポートを確認する 


♦ US 目データ U ンクケーブルを使用するとさの COM ポートの確認を行います。 

確認のしかたは、ご使用の OS によって異なります。 

♦ COM ポートの確認をする前に、パソコンに US 目データ U ンクケーブルを接続してください。 



Windows 98 / Me の場合 


①タスクバーの[スタート]一[設定] ーロント□-ルパネル] 
と選択し、コント□ールパネル内の r システム」をダブルク U ッ 
クして、 r デバ'イスマネージャ」タブをク U ックします。 

(D 「ポート （COM と LPT )」 の下に 、 ruSB Datalink Cable 
( C 日 Mx )」 が表示されていることを確認します。 

(X は割りあて6れた COM です。） 



確認 


Windows 2000 Professional の場合 


①タスクバーの[スタート]一[設赶 ーロント□-ルパネル] 
と選択し、コント□-ルパネル内の r システム」をダブルク U ッ 
クして、 「 A —ドウエア」タブをク U ックします。 

@ [デバイスマネージャ]をク U ックします。 

® 「ポート （COM と LPT )」 の下に 、 ruSB Datalink Cable 
( COMx )」 が表示されていることを確認します。 

(X は割りあて6れた COM です。） 


確認 



曰 

m 1394バスホストコント日ーラ 

a Q DVD / CD - ROM ドライブ 

を'^ IDE ATA/ATAPI コントローラ 

EI % PCMCIA アタプタ 

をち USB (Universal Serial Bus ) コント□ーラ 

を^キーボード 

を.；3コンピュ-夕 

田サウンド、ピデオ、わよぴゲームコントローラ 
を这システムデパイス 
をロディスクドライブ 
田 g ディスプレイアタプタ 
白巧ネットワ-クアタプタ 
を•をフ□ッビ-ディスクコントロ-ラ 
を回フロクビーディスクドライブ 
B- - V ポートに 0 M と LPT ) 

V ECP プリンタポート ( LPT 1) 

——> 苗 USB Datalink Gable ( COM 3) 
ぶ谢言ポートに OMl ) 

胤含ポ-卜に 0 M 2) 

を f つマウスとそのほかのポインティンヴデバイス 
を g モニタ 


Windows XP の場合 


①タスクバーの[スタート]一[マイコンピュータ]と選択し、 
マイコンピュータ内の[システムのタスク]の中の[システ 
ム情報を表おする]をダブルク U ックして、 r 八ードウエア」 
タブをク U ックします。 

《 a ® 表示をクラシック表示に変更している場合は、なのよ 
ラに操作してください。 

タスクバーの[スタート]一[設定] 一ロント□-ルパネル] 
と選択し、コント□ールパネル内の「システム」をダブ 
ルク U ックして、 r 八ードウエア」タブをク U ックします。 
® [デバイスマネージャ]をク U ックします。 

③「ポート （COM と LPT )」 の下に 、 ruSB Datalink Cable 
( C 日 Mx )」 が表示されていることを確認します。 

(X は割りあて6れた COM です。） 



確認 
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赤外線通信でデータ転送をずる 



♦ 赤外線でデータ転送をすることがでさます。 

♦ 赤外線通信でデータ転送をしているとさ、パソコンでワイヤ 
レスキーボードやワイヤレスマウスなどは使用でさません。 

♦ 赤外線通信でデータ転送をするときは、 r 通信設定」のウィン 
ドウでケーブルを「赤外線」に設定してください。 

♦ 赤外線通信でデータ転送をするとさは、パソコンの赤外線 
ポートに本体の赤外線ポートを向けてください。 

♦ 赤外線通信で転送でさるデータは1件のみです。本体から 
パソコンにデータ転送をするときは、本体の「ホが線送信」 
で行ってください。 

レ<ール」では、受信メールと送信(ールのみデータ転送 
をすることがでさます。 

「データフォルダ•ムービー」「音声着信音」「ユーヴ辞書」 
では、赤外線通信でデータ転送はでさません。 

また、データの消去や初期化は、赤外線通信では行えません。 

♦ パソ]ンに送られたデータは 、 「My Received Files 」 フオ 
ルダに保存されます。 

保をされるファイル名は、データの種類によって異なります。 
※保存されるファイル名は、次のよラになります。 

. ；>(モ U ダイヤル 
fpb.vcfj 

- ール（受信 ール） 
rinms 邑 . vmg 」 

- ール（送信済み X —ル） 

「sentms 呂 .vm 呂」 

• ール（未送信ール） 

「曰 utms 旨. vm 旨」 

- データ フオルダ 
ヒクチヤ 「 mypic . vnt 」 

了二乂 fmypic.vntj 
><1 □ディ 「 mld . vnt 」 

-ブック マーク 

rbm.urlj 

-スケジュール 
「 cal . vcs 」 

-フ U —メモ 
Tnt.vntJ 


♦ パソコンに同じ種類のデータを複数送った場合、ファイル 

名の前に「コピ-」などが付与されます。 

例）><モリダイヤルデータを複数送ったときのファイル名 
は、下記のよラになります。 

• 1件めのデータ rpb.vcfj 

• 2件めのデータ「コピー〜 pb.vcfj 

•3 件めのデータ「コピ ー(2) - pb.vcfj 


♦ 赤外線通信でデータ転送をするとさに、パソコンの設定や 
操作などを「赤外線ウィヴード」のウィンドウで確認しな 
が6行うことができます。 

「携帯電話与>パソコン」または「パソコンづ携帯電話」の 
ウィンドウで、[ホ外線ウィヴード]をク U ックして表示さ 
れる内容にしたがって操作してください。 

♦ 本体の赤外線通信の操作ち法については、本体取扱説明書 
をお読み < ださい。 

また、赤外線通信をするとさのパソコンの動作や操作のし 
かたなどは、 Windows のユーヴーズマニュアルをお読み 
<ださい。 
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本体のデータをパソコンに読み込む 


①本体を操作して、パソコンにデータを送信します。 

® 「携帯電話^パソコン」のウィンドウを開きます。 

(下図は モ U ダイヤ J レの場合） 

③[参照]をク U ックして表おされる「フォルダの選択」の 
ウィンドウで、本体か6パソコンに送信したデータのフアイ 
ルを選がし、 [0 K ] をク U ックします。 

《「 X —ル」で送信;><ールを読み込むときは、[参照]を 
ク U ックする前に、読み込む ールが r 送信済み」か「未 
送信」かを選択してください。 

《「データフォルダ」でデータを読み込むとさは、[参照] 
をク U ックする前に、「データ種別」で本体から送信し 
たデータの種類を選択してください。 

® 「読み込み元」に読み込むデータのファイルが表示されま 
す。 


⑤ [0 K ] をク U ックすると、データを読み込みます。 

♦ rx モ U ダイヤル」「；><ール」「ブックマーク」「スケジュー 
ル」「フ U —メモ」で[携帯電話^パソコン]の操作をした 
ときにデーター覧にデータが表示されている場合は、「現在 
のファイルに追加」の [□] をチェックすると、新たに読 
み込んだデータをすでに表示されているデータに追加する 
ことがでさます。 

「データフォルダ」で[携帯電話^パソコン]の操作をし 
たときにデーター覧にデータが表示されている場合は、新 
たに読み込んだデータをすでに表示されているデータに追 
加します。 




♦ 「読み込み元」に表示されているファイルを変更するときに 
ク U ックします。 


♦ ここをク U ックすると、何ち実行しないで元に戻ります。 

♦ パソコンの設定や操作などを確認しなが6データ転送をす 
るとさにク U ックします。 


♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 

♦ [□] をチェックすると、読み込んだデータを「><モ U ダイ 
ヤルー覧」に表示されている><モリダイヤルデータに追加 


します。 


パソコンのデータを本体に書き込む 


①本体に書さ込むデータを機能ウィンドウのデーター覧で選 
択し、「パソコンづ携帯電話」のウィンドウを開きます。 
(下図は モ U ダイヤルの場合） 

(D [参照]をク U ックして表おされる「フォルダの選択」の 
ウィンドウで、本体に書さ込むデータを保存するフォルダ 
を選択し、 [ OK ] をク U ックします。 

《持斤規フォルダ]をク U ックすると、そのとき選択され 
ている場所の下に新しいフォルダを追加することがで 
さます。 

® 「書さ込み先」に書さ込むデータを保をするファイルが表 
示されます。 

《このファイル名は、後の操作で必要となりますので、控 
えておいてください。 


® [ OK ] をク U ックすると、データをファイルに保存します。 
⑥本体を操作して、データを受信でさる状態にします。 

《 r 赤外線受信」を選択してくださし、。 

⑥データ U ンクソフトで保存したファイルをエクスプ□ーラ 
などで表示し、ファイルをマウスのちボタンでク U ックし 
て、陪る]一[ホ外線の受信側]を選択すると、本体にデー 
夕を送信します。 

《「データフォルダ」で書き込みを行った場を、データは、 
「ピクチャ」「アニ;><」「メ□ディ」フォルダの中に送信 
されます。それぞれのフォルダの中に作成されている 
フオルダを送信先として選択することはでさません。 




♦ 「書さ込み先」に表示されているファイルを変更するとさに 
ク U ックします。 


♦ ここをク U ックすると、何を実行しないで元に戻ります。 

♦ パソコンの設定や操作などを確認しながらデータ転送をす 
るとさにク U ックします。 

♦ 接続ち法や COM ポートを変更するとさにク U ックします。 


——己己—— 
















































データー覧の項目の表示/非表示を切 0 替える 



♦ 機能ウィンドウに表示されているデーター覧の項目の表 
示/非表示を切り替えることができます。 

①項目の表示/非表示を切り替える機能ウィンドウを表示し 
ます。 

③[表示] ニューの[一覧表お設定]を選択します。 

® 「一覧表お設定」のウィンドウが表示されます。（下図） 
データ ー覧の項目の状態が「表示/非表示」欄に表示され 
ます。 


® 「項目」を選択して、麽お]または[非表示]をクリック 
します。このとさ、表示/非表示が同じ状態の項目を複数 
選択して、状態を切り替えることがでさます。 

⑤ [0 K ] をク U ックすると、データー覧の項目表示が変わり 
ます。 


r メモ U ダイヤル」の場含 



♦ ここをクリックすると、何を実行しないで元に戻ります。 
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故障かな？ 


こんなとさ 

考え6れる原因と直しかた 

本体のディスプレイに 
「セツゾクヲカクニンク 
ダサイ」と表示された。 

♦ 本体から電池パックを取りはずして、をラー度装着しなおしてください。 

パソコンにデータ転送に 
関する エラー;ツセー 
ジが表おされた。 

♦ r 通信ポートのオープンに失敗しました」 

一他のアプ U ケーシヨンソフトで COM ポートをオープンにしている場合は、そのアプ U ケーシヨン 
ソフトを終了してください。 

♦ r 通信に失敗しました」 

「接続を確認してください」 

一•ケーブルを接続したパソコンの COM ポートを r 通信設定」で正しく選択してください。 

-ケーブルのコネクタを本体およびパソコンに確実に差し込んでください。 

-本体に装着している電池パックを十分に充電してください。 

-ケーブルに新しい単3形アルカ U 乾電池を入れて使用してください。 

-本体の電源を入れなおしてください。 

•本体か b 電池パックを取りはずして、をラ]度装着しなおしてください。 

•本体のディスプレイに 「 i モード接続中」と表示されている場合は、本体の「》」を押して、 
j モードセンターへの接続を切ってください。 

♦ r 通信が出来ませんでした」 

ーデータに著作権が設定されている場合は、パソコンにデータを読み込むことはでさません。 
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